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九州大学応用力学研究所所報第137号 (1-49)2009年9月

佐麟告之助教授の足跡

I 佐藤樹受倒略歴

1946年 1月 石川県に生まれる

1蜘年 3月 東京大学教養学部基酬特ヰ卒業

1971年 3月 東京大学た判完理学系研婚ヰ物理学帯鳴騨修士課樹釘

1974年 3月 東京入手人判完理学系研婚ヰ物理学帯q課程博士課程修了

1974年 3月 理学博士（東京大学）

1釘4年 4月 名古屋大学助手（プラズマ砂防断）

1981年 5月 名古屋大学原激授（プラズマ砂防断）

1981年 9月 米国プリンストン大学プラズマ物理研好斤客員布院員（～1鍛年）

1988年 4月 苅｜渚物掴際局学体調室官［側到（～1992年3月）

1989年 5月 核融合科学研努斤助樹受［転回

1鈎2年 6月 核融合科明~所耕受

1鰯年 12月 1uト｜伏学紛受（応J有力事形E所）国晴樹

1997年 4月 刻、N大学耕受（応用力制形新付属炉~Ll哩工明冴発センター） 回日置側

2002年 4月 核融合科学布陣斤客員搬［側司（～号制年3月）

2004年 4月 九州大学応J有力明~斤付属炉心哩工学研究センター長

2005年 4月 1llJ・I伏学応凋力制問断面（防長（～2側年3月）

2007年 6月 プラズマ・繍蛤学会面桧長 （～2008年）

2007年 4月 1llJ·I伏学応凋力制済姉庁高温プラズマ力事~センター長 ［改組 （～・2009年3月）

II i副髄古銭前寅の概要

2側年3月お日（月）午後、九州大学鎖蜘也区共通管理棟3F大会議室におして、佐諭告之助教授のi周概

念講演が行われた以下はその概要である。



2 佐藤浩之助教授の足跡

「プラズマ・レ｝ザL 砂院とともに40年」

本日は、皆様、年度末のお忙しし沖、また遠路わ櫨しし、ただきまして誠に有難うござし、ます。厚く御礼申し上げ

ます。

先ほどご紹介し、ただきましたように、東京大学、名古屋大学フ。ラズマ砂防窃庁、繍融合科学場移E所、そして九州大
統用力判開斤と約40年ほど、プラズマやレ｝サ」の研究・教育に携わってきましたが、本日少し時間をいた

だきまして、これらを振り返りまか齢、ました考えの一端をお話しさせていただこうと存じます。

まず、タイトルのバックに載せたものは、問問食の写真です。1994年の第7回フ。ラズ、マ理工学国際会議

(Iσ'Pl994）がブラジルのイグアスで開催された時のもので、私自身が撮影したものです。600ミリの望室レンズ、

絞りは開放、シャツタ寸志度1秒でのt額損Zでして、いろいろな振動がある中、うまく撮れたのは幸運だ、ったと思っ
ています（P門－1,2）。

対易は実卜刻、協者蛤反応を起こしてコロナとし、うフ。ラズ：マを盛大に宇宙に吐き出してしもわけですが、この日

食とし、うのは、日ごろは対易からの光が拾すぎて見ることができなしロロナを、直接目にすることができる御扮

機会です。ちょうど今年は、日本でも46年ぶりで見ることができそうですので、ブヨ漆しみです。

地上で、明附された繍融合はなかな地灘な課題ですが、人類や日本のエネルギ一間開献のために、近し将来、

着実にその道が拓かれることを願ってし、ます。

PPT-1 

くく肉容〉〉

｛什はじめにf崎健

ゐ側＊・嘩寓禽掌帯覧珊晶画・・

九.，.，.，.肋，u趨蹴際協

[ 2］；研究麿から ：興味深いいくつかの研究内容

m tt•t~t.~t！~1~i~~~栄一ザ－
1務総；￥~tl.
3）ペレット入尉
4）トカマクと－~状トカマク

(3 ）教宵膚から ： 『集中から分散へ」そして re活動の大切~J

[ 4] ~惨んで来たいくつかのことなど

[ 5）おわりに

PPT-3 

PPT-2 

略歴

く学Ill> 
昭和39年 3F! 威儀高等傘後｛車京畿鹿野市）司E’E
間 4月 ’Ill聖火学4聖書E祭儀瑳科，.入＊－－ラグ＇t:-i臥人のa降、働司Eの‘．

昭和44年 3月 間殺事隆司邑書官義盛量笠昼...('43－“匁自主・隼｝
間 4月 間大量鮮院理＊j民高野史斜 総議集専問機穏1修士f鱒士）入傘

｛所属，ヱさ覚書官司E気関口研究~）
繍狗49年 3,EI m修了‘ 車整~t司会 ｛聾3巨大学） ＼

く駿僅〉
lfH1149年 4月 名古血文書Rプラズマ＆’E康助手＜II"'> ＼、J；接曹司時.. 
開，056~手 5.Jit "' Ill敏後＜＂－怪） ｜ 叩え鉱夫
昭和56～57年 米飽プリンストン文学プラズマ物環研究所 tS員研l諸島偲餅伶
目自殺63～llllil4年文鶴省学術国際局学術..... 
平成元年 5Jil .且.軍i19Hil可陸路助・4受俗文プラズマ破からの破鏡）
平Jt4. 6,EI 1111 4康俊｛興径）
平成 8年12.Jit 九鍬~隼応用力量ita’H軒敏鰻＜E・ll>
平成16年 4.Jit • 炉心理Eヱ象研女センターセンターf駐
車P.Jt17～18年 九州大学Jt.111カ傘研決断刷務長
平成19.4Jit ..温プラズマカ争犠茨センター（セントの目歯車置｝センタ－・
平成19町 20j事 プラズマ・緩幽合理隣会副会長
平成21年 3月 定年による退鴎

PPT-4 



九州大学応用力学研究所所報第 137号 2009年9月 3 

さて、本日のお話は、この目次（PfYf-3）のように進めたいと思しぜすユ略歴は P門－4のようですが、お話もほ

ぼ時系列に沿って、ただし日報部こ限りがありますので、その一部をご紹介し、たします二

[ 1 J砂防擁拘＝ら
(1）昭和43-49年頃

学部4年の卒論で、は分子振患緩和現象の研究に関わりました（P円－5）。 m2-N2系における分子振動エネルギー移

動品程lこっき種欝披管を用し、て研究し、新しし、抗議域蘇碇数などを得ました心

もちろん4年生の時の仕事であり内容の深さをさほど耳鳴手せずに手掛けてはし、ましたが、無務夢中で工夫をして

実験を行った結果、当時大学紛争て呼亭滞していた所属研究室の研究レベルを、 「外国の競争相手と太刀打ちできる

までに巨腹させた」 （土屋即諸般［当時］：談）との制面をし、ただきました

大判：完では、有命の時に扱ったショックチューブ装置と同じ型の装置が導入されたばかりであり、修士論文の研

究は、ショックチューブ、を用いた非平後藷商住プラスてマ（位十℃s系）の生成と計測の課題で行し、ましたが、博士課程に

なってすぐ、種津波管を用いたガスダイナミックレーザー（GDL）の研究を開始しましにガスダイナミックレーザー

は、緩不同寺間の差を利用するとし、う新しし溌振メカニズムと連続高出力の可能性lこより注目を集めてきましたが、

日本で初めて、種薦均持及。溜音速ノスツレを冊、てGDL発振を実現させ、その特性の静岡槻院を系細切こ伸、ま

したまた、そのモデ〉レを立てて理論計算を行し実験結果と上国刻食討を行うことにより、その樹毒を明らかにしま

した。

これらの実欄斬・麗繊討をさらlこ発展させtd吉果、分子競謝緩和現象の「急速冷去問寺における指跡噸誠子
性二AnhannonicityJを発見し、注目を浴ひました（P円 5,6）。

この種の研究は、低不純吻領域ではまだまだ課題が山積しており、剤、｜伏学でも最近、低不純物での研究のため

に大口径矧潮難津波管の開発を進めてきました
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(2）昭和48-56年頃
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事量検察念総理事事陸予

磁場中におけるレーザL生成プラズマの研究を、博士3年から名古屋大学プラズマ研矩庁の開対こかけて進めま

したこれはグノレーブ湾問であり、多くの大宅涜生徒大関口研：工学部電気理学割敢鯉）の協力のもとに進め

られましたまたこれにより、約10名ほどの学位（博士）麟号者を育てる機会にめぐり合わせまし九

磁気掛ま中での任意の地点での完全書簡在プラズ工マ生成法とし七、真空中孤立伏態の固体水素ペレットからのレー

ザ－プラズマ生謝去（自由落下出を、オンライン制卸法を用し、て確立しました（P円－7）。さらにこれを用して、高

温高密度ブρラズマ（レーザー生成プラズマ）と磁場との強し1相互作用に関する研究を系統泊旬こ倒、ました（附－8,9）。
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(3）昭和56一平戒8年頃

将来の核融合反町核燃焼プラズマ研究におし、て極めて重要となる、例勲擁プρラズトマの物理課題（P円－14）とアルフ

ァ粒子計調1J￥：去（PPT-15)~こっき詳細な検討を行し＼言十浪I怯としての基礎固めを行し、まし九これは、当時σヨ名古屋大

学ブρラズV研矧／核高蛤科学坊陣形コ主要な将来計画であった「核反応計画（R計同」のプラスえマ物理研究面で

の必多議題であり、砂防聞画のノ＼イライトの1つでした

この核反応訪函Jは実現せずに終了しましたが、この成果は期生、 ITERの計調l信十画の一部となり貢献してしぜ

す。また関車して、プリンストン大ブpラズトマ物唖肝好斤での共同研究「中性子言問時恥中性子自身による照射損傷

特性」にも関わり、液体シンチレーターNE213にっし、ての研究て宵燥を得ました
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(3} α綾子1;tJ’h Q～3 c －篠機会炉徐ttのた
｛エ＊~同 T. 4T, B めの豊富1,l!t
パランス鯵｝ P叫 P柑 c 

〔4) 織的不安定 Q為S I i訂 r(r. t), P~~. B ・2車験合併役S十のた
T以 I),p~~. c めの知見

・鑓M:rと：のZか軍援SなSで，りはBの．・量，！x』~~はをt:I省1す〈え｝るば．務総＠敏事障で紙ぽOK.C• 多少。E・D嘩獲する

P円－14

PPT-15 

15 



6 佐藤浩之助教授の足跡

名古屋大学プラズマ開抑制対こ計測のとりまとめを4寺期担当し、その際にデータ処理に関する研嫡発に関

わりましt~ この時は、ちょうどデータ処理システム全伽コ見直し』事切にあたっており、優秀な技官の人達に助け

られ、勉強もしながら俸制象を構想しました。慎重に検討した上で、 「集中処理方式jから「頒娘盟訪式jへの

転換を早めに決断し、相当の反対意見もありましたが説得を行い、推進・新7しました（P円－16,17）。
このような分野の仕事は実に搬なわけですが、J結局これが、現在の核融合科学場開斤の強力なデータ処理シス

テムゆ散システム）につながってきたわけで、して、あのような時にめぐり合わせ、勇気をもって決断し新子しえ

たことl持部こ幸せだ、ったと思い返しております。

また、この「集中処理方式と分散処理方式lについて、グローノミノレな考え・考察に至り、結果として非常に大き

な勉強をする機会を与えてし史問、たとJ惑謝しております二 これにつしては、後ほど少し話をしたし、と思し、ます。

Ab6tr•c:st 

h士一J仰川！謝するデータ処理
4.実験データ処理.システムの例
4.3 JIP世 γ－llU<I>ヂ一世鋤瑚

~－ ：！偽~： : ：胡・・＝ i 11 
’’．．’＂＇，‘ぺ抱N‘.’巳，.，芋
’S仰山＂＇ 内海..・合鳴B

’£，‘4‘．’巴’，I≪雪‘ olE》＝’＇・通 p阿）Ct:-“
l>r、t‘‘ I’H，ぽ免“、、3，’，g全，，，剖、，”， (Qr‘fJν’，, ...量t’

削u，，、， 、 Mio~・4・t, Hl削 除υM/¥Sf:h匹＇＂＂叫＂ ..欄，m ・＂＂M ’H 附 A・M・剛h
も~，.. ~ h剛....._, .....“・“.......”“’h酔抑制Jm；.仲間

ー敏且‘哨V帆ti;~· ”州，n\M;,s> I帆州’

Jtrf' T >IV t、.., u、”・叩仙・....，‘..........，陣内 w'"n側、問随時川耐，W岡附 h’ω制作陶‘＂”。明 )0 Tt;e 
蜘叩J”、，＇T刷出・，.prnr-r"liilJil附句，..,.,,., ... hJo””掛断、叩内相川崎州・弘《刷、（ ..，品川仙W• Y

酬＂＇＇＂・＂＂凶！tlA~‘ ＇J t•~ ・a川戚”“”’‘・＂＇＇＂＇... ＇ ＂＂ 綱叫・• I~内 側・0 ........... " ..剖山門..円、恥削制御叫内向・ n・U刷、＇＂‘
......... ，~r W111，““＇＜ .... 1＂・・M袖川”M側、仙“駒瓜M 如 h・・’＂鮒・＂－・ 4向・叫d・...・・ a’...“ー・・Iti• • I－~ .ioo叩‘M・...・
...,,.,""" m，射，...＇角川除・岬ぬrM例外的伽..., ......、....・. .，，＿（.）‘ a・・cit~llJ‘グ尚伺愉... ・~‘..Uohc ・b’V 鳩鴫・＂‘..・ a陥同
1.in ... t\O• （！”ιd”・＇＂＇＂＂・岡山崎川、a ’句同州M‘・........~”1.J-•o•憎削・ d 目的•Uw＜同時・ 川w’ <ll'lf•tt:l!f>o姥民~·
.約；il¥'11””W梅川・＇＂＂＇＂...， of・＂＇#i .. ~・・・・内，·＇•加川 r・＂·~・測酬・術移＂・‘ r"ll. ”仰.. 伶曾・ぜ＂＇＂ ρ，h・v・“・“”’.....湖 －－~司~－.. ＇＇＂＇館、.......d•‘馳州、r，刷”“・‘”・ 刊削除捌..桝則”が句”剣興＜ V《 X •_' li•f; I tr' ~u• Othob ,II..，酬的0・...

~~－：：1.・－‘併問叩川 VA'!t V~t h, 《＂＇ ~分散処IIへの低島民 ：かなりE色めに淡Ii
l•Wな主主官の人織にlbけられ、’..もし・....U じめ時 I 

υ 抽制約P・的内ヂ叫帆~ ....... j ながら将来．司~··した．かなりの反対.
ア＇：：~~·~~＇ ナ，で·：.：.. t ”に·~~.... ~＇：＂；ご？っ毘もあったが‘慎置に自白射して餓織を行い、
＝~＇；［~：.· ：；＇＇•ふう－：； •,.L ：： みで~·~－~~二；ょ j 継進した．これが後の‘ NIFSの分散シス
；.~~ .~.：..；~~：：つ二二f ：：たおう ~ ＇.＂：.： ！ テムにつながった．

PPT-16 

｜集中管理システムから分数裂システムへの転換｜

持唱E

I)揖巾シA’J.11高悩色祖，e，廃瞳 e名指2・2坤・むと＂＇ゐ
2）機構軍酷限海点。揖餌f'＜＂－タをスター世に聾肱

J）事人散が高価念植’嘗置車'CIU：均時輔句r拘JU
4）情噛の入l出会主6二人間｛噂，臨めら〉

5)Ql!時。品管理が嘗島1"1>事

6 ） 規掛鳩計算.シ3礼子ふ$＇＊ 11かりである会。融通必咽JI· ~ ＞·

..羽K

P円－17

軸S匝

Jl 絵積債flどとに析官車tU~・
2）信敏XII!岨JI.タ句111''1'婚司E却が晶‘
3）データλlb角＂＊ill副姉崎町＊＇＂ 機官知機.・t利用
州 民間険仕樋蛤Zと円盤側栓，.＿A,..
&l 健所怯酎甥横却時ヂw，総選が＂＇ ~ ＂＇急ヲタ拡なる

ii制として際問機種的被続に阻黛きれ6

.3 

アイスペレット入射は、将来のキ弱者蛤炉における側斗補紺去の最有力側南であると同時に、現在のトーラス実験

研究における密度分布市胸怯、密度上昇J去、計測去として大変重要な手法であるわけですが、新ししパレットス射
装置を開発してしてつカの装置への服す研究を行し＼ユニークな結果・知見を得ました口

寸車の研究において得られた興味深し唄象の項目あるし、は砂移E開発項目として、以下のようなものがあげられま
す（P円 18）口

[a] IPAD : International Pellet Ablation Database 

[b] Fast 白olingPhenαnena 

[c］“fail Mode" 

[d］‘'Snake”Ph enαnena 

[e］サイズ連続可変入射装置の開発

[a] IPAD : International Pellet Ablation Database 

後述の鶏責と成果をもとに、国際共同肝究として、ぺレットアプレーション現象のスケーリングに関して国附句

協力による取りまとめを行う作業に日本からのただ一人の代表として参加し、 IPAD(International Pellet 

Ablation Database）倫或に貢献しました（PPT-19）。
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8 佐藤浩之助教授の足跡

[c］“ Tail Mode” ：入射角可変べレット入射による諸現象

ペレットの刈す角可変装置を開発し（P町一23）、JIPPT-IIUにおいて”TailMode”現象を発見しました（P円一24）。

この現象の分析の結果、アプレーション雲の中では中間生子の役割が極めて大きく、樹蒔としては明電交換平衡

状態Jが一定時間保たれる現象であることが新しく判明しました（P円－25）。

似品出船滋鋭

t~11 ・‘

｛与さ
•o ・除.

~＼， 

・1 ヘ了、－
h柿仙 l$11胤

【1"ai:・-
/ / , 色~一年•1 .. I) • .高

e・3

PPT-24 

[d］‘'snake”Phenαnena 

’I I 

25 

PPT-25 

何時 V><•· i>yU.tCC淘C闘相・a与制川和叫

、l«•"t!U lk>.1 

分続の結果、命住穂子の役”が後l'>
て大きく、・4院としては、『締官慮交換IJI.
，眠状悠』が一定時間保たれるll象で
あることが判明した．

ドイツJuelich国立砂防庁におけるTEXTOR共同研究では、日本で開発した胤装置を持ち込んで実験を行い、入

射にともなう密度の特異現象である “Snake-Like Osei llation ” σ〉発見を行し、まし九 特に、他では見られな
い “Second Oscillation ” も発見しました（P円－26）。

五五
午宇一

’・e，断。...岬開W官側伽...... ・網開”脳W併 .... 命蝿. 28 

PPT-27 

[e］サイズ連続可変入射芸置の開発

ベレット入射におけるべレットのサイズのフ。ラズ、マへの景簿は、ペレットの速度など上撤して＊変大きいとし、う

こと料リ明してし、ましたそこで、ペレットのサイズを楠凱こ再現性良く可変にすることを目標に、研知再発を進

めました

生成方式め工夫により（P円－27）、サイズ連続可ぷ方式砂〈レット入射装置の開発に成功しました（PPT-28,29）。こ

れにより、ぺレット入射に関する多くの命綱物理実験の道が開け、今後が~涼しみだと考えてし、ます。
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P円－29

(4）明或8年現在

剤、M大学応用力学布陣斤高温プラズマ力学研発センター（2007年に嚇且、それまでほ炉心理工学研発センター：

P円－30）では、羽或17年度までに、超伝朝虫トロイダル蔽場実験装置TRI品HMの研究計画（P円－31,32）を終了し、

センターの次期計画として、先進的磁気閉じ込め配位としての球伏トカマク（ST）の長時間維持研究を構想し

(P円－30,33）、新よ置『長期融僻鞍鰍トカマク装置Q四ST（プラズマ境界力学鶏餓齢』の建設を提案してき

ました

核商蛤科学場開斤の双方向型共同研究委員会のもとに設けられた「九大装置検討会Jにおける個民規模ての検

討・議論の結果、九大提案の芳首長置同漏蛤研究ワーキンググループロの報告書（羽戎15年1月8日）の提言の「斬

新な研究の展開の提案1に対応するものであり、さらに、今後のわが国の対戦トカマク研究の総伯悦信也ことって

も重要であって、 『提案として妥当である』 と結論づけられましたまた「提案けま、最終的に羽戎17年6月1

日の械融合科学布陣耀営会議において正式に認められ、また新たにスタートされた科学技術・勃閥語絵研究計

画・間断科会の「原子力分野の研知再発に関する委員会協融合噺究作期治」の第3回会合におし、て議論がなさ

れ、追認されました（P円－34）。

PPT-28 

32 

(1）研究擦鰭の接続性

(2）研究成巣・実績の接

続・発膿性

(3）燭溜設備の活用

を考慮し、事時量t8"QυεST”を
鍵家、，..を鍛造してきた

---聾合伎のある解析綾鱗
i饗繁還元研究へ j

PPT-30 

全日本ST砂際栖の中で九大の芳首長置lこ科せられた課題は、骨£ータが可能で齢斉性の高い定常ST炉の成立性

を高めるための『STプラズマの長時時樹寺の理工学』であり、主要な訪問目標は以下の通りであります（PPT-35-37）口
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i) 高ベータ定常化べ古］けた勃憾盤研究として、トカマクよりも高しバータ伽渇或可能なSTでのプラズマ生

成および定常電施駆動に関する研究

ii) STの特蜘協劇己位に適合するダイノトタの開発研究およびダイノ〈ータ醐立による長日報担転で明生子・

熱負荷制制卸コ確立

iii) 定常運転の勃躍選初院としての、長時間ST運転でのリサイクリング制卸、およひ潟働恒蹄！仰とフ。ラズ、マ

性能の総針切f究

PPT-32 

f今後の殺が闘の綾融合研決のそEり方について（報告｝』
｛終場銭暢・司陸線司E・会学術分偶像‘＊••••員会続鋤合唱時繁WG： •圏1t11s~1J’8S)

に＆づき、

(1) TRIAM・1Mによる奇持参ti十衡の銭了
(2）衛遺産置“長“プ時ラ間ズ縁マ状.ト界カマカク学高突野安破Q事長U竃E”SにT＂よるe磁波針簡の後家

をS免措lo

・（ 1 ） 縁状トカマクのL”~~~t定常事量9・””
l側械織があれば i

EBW, NBI, L” {low density), etc. 

（副長時間線待感状トカマクプラズマのPWl
[Plasma.Wall Interaction) 

~長，・由，R銭，・.湯ど｛な・”晶B傷E・砿織、量ダ量｝．でイ，のmパa・ー~置タ鯵で事事は句傷Z、i.、〈申、a告プ－~ラ陸・軍ズ軍aマ，司F・”a”1[~＂＇ 
(3）トロイダルプラズマの••！懸’~·総合的理E商事

PPT-34 

WはhL”D Cm Steady State Plasmas) 
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研究計簡／具体的目標

ベータ犠20%務'iF'常iこ
維持するための車登盟賞

．第1撤回機

20kA綴IIのプラズマ官Iii
語t-Jt＃・9事
－第2期目標｛定常運転〉
100kA 

0.4X 10111コ／m&f;j定常的1::
緩持
・第2期目標〈パルス運転）
300kA 

3×10‘・コ介n’
ペ山'5at・10%以よf-1秒

PPT-37 

くくコア毒事〉〉

． ’lil庭園llll
EBWCD.N郎、 （LHCD)

〈く PWI>> 
．リサイクリシグaト1の電量慾~－－
第一’E- all府警官凶 ｛W wa踏｝...ト500'C)
ti理.量置の$00℃1試よI：＇害事情1
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この中で、特に、電子バーンシュタイン波による電施駆動（P円－38）とダイパータ計画を含めたフ。ラズマ壁相互作

用（P円－39）が極めて重要でありまして、いろいろな予備研究も進めてまいりました

0-X二BMode Conversion Sc側ario
QVESTM咽柑...tF臨蜘島酷即時E相即 圃園田園
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第2段階

P円、－39

驚1段階例22・23)l l fr~＇＇H~） ！織浪費Eライナー（300～500℃〉
I・ i誌編覇E伎と制御絵の宅金liE
I・然・紛乎フラγクス分布
I・ SOL，ダイパ－111十章構
I・シミaレーシヨン（SOLDOR)

第ゑ段時（H23・〉

F一一一一回一自問ダイパータ（W)
E町議’Eライナー（300‘1100℃｝
i A~M.ffFf_.8 
・然・総司Fフラックス分新
•SOL. ダイパ四タ計測
1・シミュレーション（SOLDOR)

40 

菊目高置即ES!f土砂防ケ聖子lこおして装置建設が認められたのち、明或17年度から3カ年の言栖で建設が進めら払

明或20年3月末に泡戎しました（P円－40,41）。そしてその後、周辺装置.f倍｜孫統などの整備の後、明戎20年

6月26日、ファーストプラズマの生成に成功しました。 PPT-42に完減した装置写真と、ブアーストプラズヤの高

速度写真の一音日を示します。

咳誠実診繍瀞議繍？を蕗純一一叩吋F 刊 ＂f・wf 

PPT-40 
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l)e First Plas 

．械学醐吋df回時笥Iii-mu泳ぐ四｛<f,
量1A.Y.Kru•h絡 ι・抑事抑，..... 
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PPT-41 PPT-42 

また、昨年9月より各干塑劉賄の後に村名的実験を開始しました実験は、 2.45佃zならびに8.2佃zの高周波に

よるプラズマ生成スタートアッフ安験、ならびにオーミック放電を行ってきております二 P円－43に、高周波（2.45 

GHz）生成におけるプラズ、マ電流の紙麟場（Bp）依存性を示します。高周波（2.45 G胞ならびに8.2佃z）の実験は、

共に高周波閉口の時間変化刊麟場強度を変化させながら、捕直なフ。ラズ、マ電克k昇、ンナリオを探ってし、ますユ
さらにオーミック放電による実験で、は、ゼ、ロ磁場｛即刻拡大のためのキャンセルコイル系を活用し、スムーズな電

流立ち上げを目指した研究を揃生し刀法す。 P円一叫こ、オ」ミック放暫寺の磁気面生成プロセスの高速度写真な

どを示します。

今後、これらの研究が後に続く人たちの尽力で、大きく発展していくことを切に願っております二

QUESTにおけるゅのBP依存性（2.45GHz) 0. 
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J:::QUεsτにおける実般におい
て傍られたIpのBp依事事後
"F：商事訴において織られたl慌の
師事住事事後

UH拡司陸側tこいくに告置いIpがよ
易しピークf-~寄っという傾向が
常事衡による予怨と実験毒事象と
でー草生している．
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PPT-44 

さて、これらの研究計画推進にあたっては、研究の進め方についても皆さんとしりしょに大いに努力してまいり

ました

研究の進め方についてですが、できる限り多くの研究者に参加していただけるよう、共戸開惣倍儲断哉も、九大

以外の方々 に参加いただけるようオープンなものに構築してきました（P円－45）。このことは、九大がTRIAM-lMから

細 STに転換を図ったことを含めて、掬蛤科学坊開斤の共同研究公募案内の巻頭言にも引用され（P門－46,47）、

さらに、双苅向型共同司院の「外部事平価」でも高し言軒面をし、ただきました（P円－48,49）。

ここで特に強調しておきたし、ことがらは、これらの研鰭十画のスムーズな推進と成功は、＊変多くの研究者の尽

力に拠っているのだとし、うことです（P円－50）。

これらにより、九大応力研としては、大変意義のある封翠共同研究プラットホームを構築することができたと考

えております（P円－51)。
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双方向型の枠組みにより、道明性の奮い、また会閣の
研究者が努却しやすい運営方法の確立 I 49 

PPT-45 

PPT-47 

双方向建設共間研究f外部評価jについて

特に評価いただいた点
九大路；filiフラズマ力学研究センター

( 1）双方向型共問研究の枠組みの中での転換

TRIAM-1M治、ら QυεSTへの転後遺E闘ったこと

(2）研究の図的・狙いどころ

(3）共問研究現行の方式 3 組織図 （他センターもi8随｝

(4）分野の研究者との才一ツンなぬ織の進め方
学会インフォーマルミーティング時総統e-! 
クエスト／トライアム綴究会 喝事穫量療を 1
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53 
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[ 2 J教育暦から
これまで述べてきました砂院に関しては～ブ変多くの学生の人たち（当時が関わってくれましたもちろんこ

れらの方々は現在、各地でそれ守l大しは活躍されております（P円－52）。

さて先ほど、データ処理に関する研郊械を通して、 「集中処理方式と分散処理方式llこっし、てのグローバルな

考えについて、大きな勉強をさせていた問、たと言し、ました。これは、実は私大判寺代の課外括動として運動会

のラグビー官3~こて4年間舌動をし、東大大塙涜ではコーチを、名古屋大学でほ名大ラグビー部の監腎を、そして九

州大学で、は部長を仰せっかつて多くの学生諸君に接してきた経験とが相まって生まれてきた「知見Jです口

これは、これらに示しますように（附－53-56）、近付主会における「集中システムと分散システムj川勝］、産業、

政治、教育分野における剛、の読飢・傾向と、データ処還の発展における類似性に気がつくわけです。そしてさら

に興味深いことに、このことは、野球やアメリカンフットボールとラグビL の対比にもつながるので寸。［関車P円：

P円－57-62)]

－大山防関係-rlSJt関愉 （敬称略｝
各大プラズマ研 D x8 時間成文、小錦溜意義、調締減、辻博史、芳野畿油、梅沢正溝 、滞鱒：恋文、

溜饗苦野

合科学研 Dx2糠本稽樹、榊臨
九大応力研 D x3 + M x82 
｛王手続 8稼J'.I）灘崎松炎、健保m織．樹夢事録制、犠｛和自陸〉灘、
＇＂容貫主音寺球•＞ 暢敵験海‘神祭•f絵、 苦言質調陸軍隊‘ 高殺菌l .t守番事灘I－‘司区関鯵－ ，
(l手持髭l04.11) 山"'F省主主‘
(l客様竹年度｝忍松健.;A; ‘ n:.•糟量億‘ 関灘骨量‘ 哲IA繍弾． 据.一線、 材松緑行、
(li客員定12~事療｝ 締出，ll.S陵 、
｛有事開花134=.ll）中野治療、総野蹴人‘
｛滞緩144'.• ) Iii:本質行．事事E路縁起！！.ゆ材館、制上明訟．山添進一．門隠線刷、
( "lll'iた 15~事演｝総商淳朝‘’俊民軍縮お‘ 今回•－. il'..·I際ー！噌 重量本. . 悶~蝿機、 松緑豊犠盟慮、
｛平成HH事療｝今材結仁、北口梼縛‘徽国鹿嶋調度、釘吉宮球．依々 家事事介” 司店街智務‘娘婿質全‘鱒翻仲鈍..’D1導之‘
〈平成l?:i事廃｝情本質事品、iiリUl'E樹、高木偏測に輝、中島治泳、藤様車号、
p：群馬食18年績｝ 後麟’·~錦、三錦織旬、木材開食執‘ 織郷怒号紀、 松原’uニ‘ 磁調隆・ ． 締鈴翁ー‘ 野崎康問句 樋銘俊一．
(i宇田食HU事度｝婿m•st. 縄本場潟；竜安置膨鶴縁、 Hl...t.蕊一郎．河野修司Z‘懇Z泳警官－ .I.Re伊‘
p：手続2.01事度）Xu事-iandong.f司有endr.得統出制 Sh認知的a叩ay.鴫符偽交‘鶴野婚介.1i:IB蹴緩ま‘醗依符平．本潮問、

総鱒仲t飢＝偽鞠銀！.’f情豊使お．
(I事後2:¥1事療） liu Ha均uing.S議場開WKumar説描問踊，宅事局民家禽句7総唱u夜、関本自民郷、Ill崎鞠Jル 小川和施、

久野祐..掛鳥膚羽臣、小崎織之． 向車．縛小朝E

・運動部（ラグピ一部〉関係
東大（コーチ等｝ B -10人I年 x5年
名！大 〈監督｝ B -10人I年 x23議事
九大 ｛蹴倒J部長）B -10人f年 x13年
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実体験阿考習慣崎君~.！：の教育

各種システムにおける対比・比較

「集ゆか分散かj
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実体厳・却”E鴫 司民主主の教育のために f

ホ 野様・アメリカンフットポー ルとラグビーの比般 事

－・南E対比をすると・・・

アメリカンフットボール ラグビー

イ”…靴いいも 卜
のがあり、特徴もある ｜ 

各種システムにおける対比・比較

f集中か分微か』

害保4 t ，曜休・•·勾唱院 時司邑！.：.の唱Ill障のために E

鎖中システム 分散システム
野球

しかし、ラグピーの耳障会、
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事配管 ・で3四チoJ ＇°と二ろが~~機l::;A::~い 1 It附拡y)
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’ ~A 
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16 佐藤浩之助教授の足跡

[ 3 J学んで来たいくつかのことなど
これまで述べてきましたように、約40年間の研究と教育活動を通して、 j変多くのものを学ばせてし、ただきま

した唱これらの中でも、大切だと考えてきましたことは～以下のような項目て寸（P円-63-74）。

1) 理学と工学につして、また大学における理学部と工学部lこっし、て（附-65)

2) 教官／教員と学生の目線・水平思考lこついて

にれには、大学人と企業の方々との目線についても等価）

たいくつかの三となどけ〉

[ 1 ］礎学と工学 ・・・違いと特徴

・大学院 2 鵠主主襲寝室関口研究室
→大変貴重な体験

・特！こ大学では穏方が大切 → 最近の風潮i二危犠
→理学部と文学部が消滅したらその大学は消瀦

[ 2］教官と学生（教員と学生）・・・水平思考
・大学院＜•ロ傷、後1こ樋口絵弁者約＝＝非常に自由な雰霞艶

制＝ぽヂ勇気）
く例〉稽お長；：~~llll'.1-ムックレーザーjへ怯
．企擦の方々との付き合いも、同様
(!Ill・曲家 raaを作っていただ（Jfお闘いするJ)
．人間関士の付合い：雲監説法意義越え

PPT---63 

学んで来たいくつかのことなど

くく工学と理学 工学部と理学部〉＞
－遣いと特徴・噺

ヱ象費量 彊虫珍書E
得え方 教育して宵てよげる ほぽ量生径／Iii陶1之侵せる

a主役！こ侵せる
.磁（必修｝ 博士際線でも事事 なし

期間 ほとんど3年で修了 年月を’Rにしない
｛年潤｝
統，a ilif闘を，Eる ほとんど’..~い

掌<it•• 鎗樽事政曹が~査 指.敏t’lit・3隆俊民1こ
入らない＜~•はおろか）

！織すところ ’”を作り上げる 現象を解明し犠備を環鱒

P円寸---65

PPT---67 

69 

降7

P阿 ---64

学んで来たいくつかの三となど（2)

[ 3 J人聞の“縁”
・~学合格直後入部説明会吋入部までのいきさつ

・大学院（D3）の時、大会社（NEC）に単身鎌り込んで鍛判
→これが倉っかけとなり、いい漢徹、いい成果へとつt.i:がる

〈自量ま章叫自底火レーザー，、）

・名大プラズマ研車車内餐員会幹穆長
(2湖：矢・5農民長、教習院書店員•＞

a文部省学衡額際陽学事転探査官としての仕穆
→繊圏直会科•Ii再録段、将司奇’E分科，113
・QUESTプロジェクト/ICPP2008への道のり

縁遠い慢のt白象移指定年後（／）緩徐..
吋反対倉，E吋1':.織，E叫グループ迫ll:li
手書n11じζとJll歯？和総.は通うハズ

→グループから測量れていたときの務い人遥からの呼びかけ
吋 r3＊の~J、 r1J、，Eを鎗てて大関Iごっ（J、
r On• for all, All for on・！』

PPT-66 

PPT-68 
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3）人間の縁について（PPf--ffi-7 4) 

(a）大学入者宣後の入部へのいきさつ

(b）大判期寺代、ある大会社との対話の経験

(c）名大フ。ラズ！マ卵寺代の専門委員会幹事長につして

(d）苅降、（当時判調査官としての仕事につして

(e）九大Q回STフOロジェクトおよひ潤際会議Iα'P2008問屋までの道のり

17 

以上、これまで学んで来ましたことは数え切れなし、ほどあります『が、その一端をお話しさせていただきましに

画面盟圃

73 
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18 佐藤浩之助教授の足跡

終わりにあたって、

1）現代における「城見の意味・意義

2) 「狩猟民族から勝井民族へJにっし、て

3) 多くの方々ハの感謝の意と今後の新たな封勝につして

に関し、考えを述べさせていただきました（PPT-75}o

以上、長くなりましたが、研究暦、教育暦ならびに学んできたことなどから、少々お話しさせていただきました

今後は、仕事と、倒画などσ渦味やラグ、ビ一等のバランスを考え、今しばらく新ししヲ滞にて微力を尽くしたいと
考えておりますユ今後とも、ご指導ご朝礁のほどよろしくま課長し、し、たします。

本日は皆さま方、お越しいただき、ご？前恵し、ただきまして誠に有難うござし1ました。

・宣伝の時代、されど・・・

「挑奪もの言わぎれども、下自ら援を成すJ＝ “成践q

．狩猟民族から農耕民族へ
• f23'100.30Jの緑鵬、£：るときには慣にものを入れない

司 rttまず食わず、電慢ないで』というペース－・聞はさぞ巡怒だった？！
吋反省し、今後は徐々に ’”・ ！ （お綻び）

世J，，岬2ケF毒事量；総理J:ii湾Jiil，の1択に金鉱事陣織
．感謝と今後の新たな挑戦必蜘織の長・Jirお父ちゃiおぽll 
・これまで、多くの方々 と漢にいけ・会. • 泌総舎のラ作-l：て.DI・線局電｛家内〉

・関係｛級｝のあった方々 、先生‘先量産、筒鑑、後筆、 曹績

に深＜$~射し、今後またフレッシュな気持ちで新たなことに主主戦したい

PPT-75 

E 研究論文等リスト

一研修習紋一

1.ガスダイナミックレーサLー

応用物理 42、171、昭和48年2月

佐麟告之助、関口忠

79 
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2. E島ctofWatβrぬporon Output Power of C02 Gas－防団runicLaser 
J. Phys. Soc. Jpn. 35 (1973) 315、昭和48年4月
K. Sato, T. Sekiguchi 

3. Dependence of the Output Power of C02 G部・防司runicLaser on the D由旬neefrom Nozzle Throat 

]. Phys. Soc. Jpn. 35 (1973) 630、昭和48年5月
K. Sato, T. Sekiguchi 

4. Output Power Enhancement by Multi-Reflection Cavity Scheme in C02 Gas－防噴出血cLaser Using a Shock 
百ibe

J. Phys. Soc. Jpn. 36 (1974) 621、昭和48年11月
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Jpn. ]. Appl. Phys. 13 (1974) 1191、日訴日49年3月

K. Sato, T. Sekiguchi 

7. Response to Comment on Effect of Water Vapor on Output Power ofC02 Gas－防司mnicLaser
]. Phys. Soc. Jpn. 38 (1975) 1223、昭和49年7月

K. Sato, T. Sekiguchi 

8.官即時ticalConsideration for Experimental Rβsuits on C02 Gas・防司出血cLaser 
]. Phys. Soc. Jpn. 39 (1975) 1351、昭和50年3月
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白蔚告之助

10. Studies on C02 Gas・同噴出nicL錨 erby Me出国ofShock叩be

19 

Proc. 10th Int. Shock Tube Symp. (Kyoto, July 14-17, 1975) lB-1-5 [Modern Development in Shock Tube 

Research, p.520］、 H訴日50年7月

K. Sato, ]. Yamashita 
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28. Spindle-Cusp Confinement Properties of Laser Pre泊ucedPlasma in a Low-Beta Regime 
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’Ibkam北



九州大学応用力学研究所所報第 137号 2009年 9月 23 

13th E町 op.Conf. on〔:OntrolledFusion and Plasma Heating (Schliersee, FRG, Apr. 14-18, 1986) II 315、
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K. Iida, 0. Kaneko, K. Kawahata, S. Kitagawa, T. Kumazawa, T. Kuroda, A. W. Leonard, K. Masai, S. Matuura, 

A. Mouri, S.担orita, Y. Ogawa, S. Okamぽa,T. Ozaki，しS.Peranich, K. N. Sato，批 Sak郡白to,S. tanahashi, 
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工 TuzL主i,T. Watari, H. Y都路da

57. PowerAb倒 ptionand ConfinenィtentStudies ofICRF・Hea胞dPlasma in JIPP TIIU Thkamak 

Plasma Phys. and Controlled Fusion 31 (1989) 2127、羽求元年2月

五.Ida, Y. Ogawa, K. Toi，瓦 Kawahata,T. Watari, T.おido,]. Fuji ta, Y. H部iada,S. Hirokura, E. Kako, 
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Review of Scientific Instruments 66 (1995) 321、刊文7年1月

Y. H却防da,Y. Kawazumi, A. Nishizawa, K. Narihara, K. Sato, T. Seki, K. Toi, H. I邸Jchi,A. Fujisawa, 

K. Adachi, A. Ejiri, S. Hidekuma, S. Hirokura, K. Ida, K. Kawahata, M. Kojima, J. Xu, T. Kumazawa, 
S. Kuramoto, R. Liang, T.揺inarni，孔 Sakakita，抵 Sasao，孔 N.Sato, T. Tuzuki, K. Jo, K. Yar担da,

τ. Watari 

100. Spectral Narrowing of an Optically-Pumped High・PowerD20 Laser Using the Oscilla句1r-Amp回目
System 

]. Appl. Phys. 77 (1995) 1378、E械 7年2月
K. Sasaki, 0. Takahashi, S. Takata, M. Nagatsu, T. Tsukishima, T. Okada, S. Okajima, K. Tsunawaki, 

S. Sudo, K. N. Sato, K. Kondo, K. Sato 

101. Chaotic Prope出esof the Electron Temperature Fluctuations at the Center of TEXTORτbkam法

Plasmas during Saw伽 ithActivi匂7
J. of Plasma and Fusion Research 71 (1995) 554、明戎7年6月
K. Nakaki ta, S. Kogoshi, K. N. Sato, N. Noda, K. H. Finken 

102. Flow Structures of an Ablation Cloud with the On-and Off Axis Pellet I可ectionin the JIPP’:r-nu 
'lbkamak 

22nd Europ. Conf. on Controlled Fusion and Plasma Physics (Bournerrむuth,July 3-7, 1995) Vol. 19C, I-125. 

(Presented by k足Sato）、事実7年7月

H. Sakaki ta, K. N. Sato, R. Liang, I. N叩lUYa,Y. Hamada, A. Nishizawa, Y. Kawazumi, A. Ejiri, K. Ida, 

K. Jo, K. Toi, K. Narihara, T. Seki, K. Adachi, H. Iguchi, A. Fujisawa, S. Kano, S. Hirokura, S. Hidekuma, 

M. Kojima 

103. Augmented Rai誌unUsing a Permanent Magnet 
Review of Scientific Instruments 66 (1995) 4227、羽或7年8月

S. Katsuki, H. Akiy認E，持.Eguchi, T. Sueお，註 Soejirr滋， s.話aeda，五 N.Sato 

104. p陀liminacyDesi伊 ofVacuumSy；糊m五）rlJJOp匂erationofLar宮eHelical Device 
13th Int. Vacuum Congress & 9th Int. Conf. on Solid Surfaces (Yokoh却凪 Sept.25-29, 1995) PS-TuP-19; 

Vacuum 47, No.6-8 (1996) 1001、ヰ城7年9月

A. Miyahara, N. Noda, K. Akai shi, K. Kaw祖n.rra,K. N. Sato, Y. Murak訓 i,K. Watanabe, G. Horigoe, G. 

Tαninaga 

105. I可回忌on品吋ing五）rSingle－主主ode匂erationin an Optically仏滋ipedHigh-Power D20 Laser 
Int. ]. of IR and糊 16 (1995) 2133、平成7年12月

K. Sasaki, 0. Takahashi, S. Takata, M. Nagatsu, T. Tsukishima, T. Okada, S. Okajima, K. Tsunawaki, 

S. Sudo, K. N. Sato, K. Kondo, K. Sato 

106. Possibility of Simulation Experiments伽 F錨tPぽtidePhy：剖csin Large Helical Device Q正田）
Nucl. Fusion 35 (1995) 1563、ヰZ成？年12月
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K. N. Sato, S.胤rrak訓 i,N. Nakashir阻， K. Ito 

107. Development of Pellet Injection Sy：御m伽 UIDExperiments 

]. of Fusion Energy (Dec. , 1995）、明或7年12月

K. N. Sato 
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108. Construction of a 100-Hz-Repetition-Rate 28-Channel司mm鈎 nScattering System for the JIPP T ITU 
τbkam北

Jpn. J. Appl. Phys. 35 Part 1, No. lA (1996) 266、羽戎8年1月

K. Narihara, K. Yamauchi, T. Minami, K. Y却旧da,K. N. Sato, K. Kawahata, Y. H却iada,M. Kojima, S. Hirokura 

109. Fast Poten回IChange during Saw慨 thin JIPP T ITU Thkamak Plasmas 
Nucl. Fusion 36 (1996) 515、平成8年4月

Y. H却iada,A. Nishizawa, Y. Kawazumi, K. Kawahata, K. Ito, A. Ejiri, K. Toi, K. Narihara, K. Sato, 

T. Seki, H. lguchi, A. Fujisawa, K. Adachi, S. Hidekuma, S. Hirokura, K. Ida, M. Kojima, ]. Xu, T. 

Kumazawa, S. Kur却10to,R. Liang, T. Minami, H. Sakaki ta, M. Sasao, K. N. Sato, T. Tuzuki, K. Jo, K 

Y却鼠da,T. Watari 

110. Development of a Spatially Rβ鈎1lved,Steady-S阻teBolometer for I正BCore and Divert.or Plasmas 
23rd Europ. Conf. on Controlled Fusion and Plasma Physics (Kiev, June 24-28, 1996) f018, Vol. 20C. 

(Presented by K. N. Sato）、判戎8年6月

B. ]. Peterson, S. Sudo, K. N. Sato 

111. Characteristics ofl白 PelletAblation and i臼Effecton Plasma Potential in the JIPP T ITU Tokam北
23rd Europ. Conf. on Controlled Fusion and Plasma Physics (Kiev, June 24 28, 1996) a070, Vol.20C、

羽或8年6月

K. N. Sato, H. Sakaki ta, I. N畑町ra,Y. Hamada, K. Ida, K. Narihara, K. Toi, T. Seki, K. Adachi, A. 

Ejiri, A. Fujisawa, S. Hidekuma, S. Hirokura, H. Iguchi, S. Kano, Y. Kawazumi, M. Kojima, A. Nishizawa, 

Torus Exp. G 

112. Cold Front Propagation and Fast Non-Local Thmperature Response in Pellet Injected Heliotron-E Plasma 
23rd Europ. Conf. on Controlled Fusion and Plasma Physics (Kiev, June 24-28, 1996) e044, Vol. 20C. 

(Presented by K. N. Sato）、判戎8年6月

H. Zushi, G. Hosotubo, T. Ok祖10to,M. Nakas叫m,K. Kondo, S. Sudo, T. Sano, T. Mizuuchi, K. Okada, 

K. Nagasaki, T. Senjyu, K. Sakamoto, C.αrristou, Y. Nakamura, M. Wakatani, T. Ohbiki, K. N. Sato 

113. LぽgePotential Change lndu田dby Pellet Injection in JIPP T ITU Thkam北 Plasmas
Nucl. Fusion 36 (1996) 1047、平成8年8月

Y. Hamada, K. N. Sato, H. Sakaki ta, A. Nishizawa, Y. Kawazumi, R. Liang, K. Kawahata, A. Ejiri, K. 

Toi, K. Narihara, S. Kur祖10to,K. Adachi, A. Fujisawa, S. Hidekuma, S. Hirokura, H. Iguchi, S. Kano, 

M. Kojima, Torus Exp. G 

114. Density Profile Modi五cationand 'Ihmsport Studies with the On-and Off Axis Pellet I可ectionin the JIPP 
TIIU’Tokamak 
1996 International Conference on Plasma Physics (Nagoya, 1996) 1089、明戎8年9月

K. N. Sato, H. Sakaki ta, I. N倒iura,Y. H却阻da,K. Ida, K. Narihara, K. Toi, T. Seki, S. Kurarrむto,K. 

Adachi, A. Ejiri, A. Fujisawa, S. Hidekun臥 S.Hirokura, H. Iguchi, S. Kano, Y. Kawazumi, M. Kojima, 

A. Nishizawa, Torus Exp. G 

115. Characteristics of a High Density Cloud Ablated from an Ice Pellet in the JIPP’:r-nuτbkamak Plasma 
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1996 International Conference on Plasma Physics (Nagoya, 1996) lOFlO、ヰ初完8年 9月

K. N. Sato, I. Nomura, Y. H祖iada,K. Ida, K. Narihara, K. Toi, T. Seki, S. Kur却10to,K. Adachi, A. 

Ejiri, A. Fujisawa, S. Hidekuma, S. Hirokura, H. Iguchi, S. Kano, Y. Kawazumi, M. Kojima, R. Liang, 

A. Nishizawa, Torus Exp. G 

116. Radial Propagation of E1即位。n'Thmperature Disturb組問mCold Pulse Ex:perimen臼ofthe凋PPTIIU
’lbkam地
1996 International Conference on Plasma Physics (Nagoya, 1996) 10郎、羽或8年9月

K. Toi, A. Ohdachi, K. Kitachi, H. Sakakita, A. Ejiri, Y. H却iada,K. Narihara, S. Kur却10to,T. Seki, 

I. l、~omura, K. Kawahata, K. N. Sato, JIPP T-IIUグノレーブρ

117. Edge Plasma Behavior in LID Experiment on CHS 

1996 International Conference on Plasma Physics (Nagoya, 1996) 12E02、羽戎8年9月

Masuzaki, A. Koomi, T. Morisaki, N. Ohyabu, H. Suzuki, A. Ohdachi, S. Sakakibara, N. Inoue, S. Kubo, 

T. Minami, S. Mori ta, K. Nishimura, I. N佃rura,K. N. Sato, C. Takahashi, K. Tanaka, H. Y担iada,K. 

Watanabe, N. Wanabe, S. Okamura, K. Matuoka, 0. Motojima 

118. Studies of Perturbative Plasma Transport, l1田 PelletAblation and Sawtooth Phenomena in theおpp・
TIIU’Ibkamak 
16th Int. Conf. on Fusion Energy (Montreal, 1996) I脳叩一64/A6-5; Nucl. Fusion, Suppl. Vol. 1 (1997) 

559 (Presented by K. N. Sato）、 ヰヰ戎8年10月

K. Toi, K. N. Sato, Y. H訓凶da,A. Ohdachi, H. Sakaki ta, A. Nishizawa, A. Ejiri, K. Narih訂 a,S. Kur却10to,

Y. Kawazumi, S. Kubo, T. Seki, K. Ki tachi, K. Jo, K. I也， K.Kawahata, I. N佃rura,K. Adachi, R. Akiy担問，

A. Fujisawa, ]. Fuji ta，平城直治， S.Hidekuma, S. Hirokura, H. Idei, T. Ido, H. Iguchi, K. Iwasaki, 

肌 Isobe,0. Kaneko, S. K加 o,M. Kojima, ]. Xu, T. Kumazawa, T. Kuroda, R. Liang, T. Minami, S. Morita, 

K. Ohkubo, Y. Oka, S. Okajima, M. Osakabe, Y. Sakawa, M. Sasao, K. Sato, F. Shinpo, T. Syoji, H. Sugai, 

T. Watari, K. Yamada, K. Yamauchi 

119. Examples of Data Proce飴，ingSystems 

Data Processing System for JIPP T IIU 

]. of Plasma and Fusion Research 73 (1997) 93---99，明戎9年1月

M. Kojima, S. Hidekuma, K. Ida, K. N. Sato 

120. Measurement of Ablation Cloud Parameters and Plasma Potential with the On・/Off Axis Pellet Injection 
in the JIPP T IIUτbkam泊E

7th Int. Toki f_,onf. on Plasma Physics and Controlled Nuclear Fusion (Toki, Nov. 28 Dec. 1, 1995) 

B30-P2-27; Fusion Engineering and Design 34-35 (1997) 329、弔或9年3月

H. Sakaki ta, K. N. Sato, I. N叩rura,Y. H却iada,A. Nishizawa, Y. Kawazumi, K. Ida, K. Jo, K. Narihara, 

R. Liang, K. Toi, A. Ejiri, T. Seki, K. Adachi, H. lguchi, A. Fujisawa, S. Kano, S. Hirokura, S. Hidekuma, 

M. Kojima 

121. FastCh紅 geExchange Spectrosc氾pyUsing Fabry・ Perot Interferometer in the JIPP T IIU 1bkamak 

7th Int. Toki Conf. on Plasma Physics and Controlled Nuclear Fusion (Toki, Nov. 28 -Dec. 1, 1995) B3--04; 

Fusion Engineering and Design 34-35 (1997) 219、ヰ司5)G9年3月

K. Ida, K. Jo, K. N. Sato, H. Sakakita, JIPP T-IIUグツレーフ。

122. An International Pellet Ablation Database 
Nucl. Fusion 37 (1997) 445、平成9年4月

L. R. Baylor, A. Geraud, W. A. Houlberg, D. Frigione, M. Gadeberg, T. C. Jernigan, J. DeKloe, P. Kupschus, 

B. V.Kuteev, P.Lang, A.A.M.伽 nens,A. L. Qualls, K. N. Sato、G.L. Schmidt 
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123. Studies on Basic Phenomena during the Pellet In ection into回ghTemperature Plasmas 
1996 International Conference on Plasma Physics (Nagoya, 1996) 10X6. [Invited Paper]; Plasma Physics 

and Controlled Fusion 39 (1997) A351、平成9年5月

K. H. Finken, K. N. Sato, L. Hobirk, H. Akiy担 10., H. R. Koslowski, S. Kogoshi, G. Mank, J.臼lgena,M. Sander 

124. Pellet Ablation Characteristics and the Effect on the Potential in Throidal Plasmas 
5th Symp. on Double Layers -Potential Formation and Related Nonlinear Phenomena in Plasmas (Sendai, 

Sept. 17-19, 1996) I-3-5. [Invited Paper] "Double Layers Potential Forn肌 ionand Related Nonlinear 

Phenomena in Plasmas’.， (1997, World Scientific Publishing, Ed. by Sendai Plasma Forum) p. 211、

ヰZ成9年5月
K. N. Sato 

125. Consideration on Pellet Ablation Characteristics and its Relation with Plasma Rotation in the JIPP T-IlU 
τbkam品E

24th Europ. Conf. on Controlled Fusion and Plasma Physics (Berchtesgaden, June 9-13, 1997) Vol. 21A, 

III 1201 (Presented by K. N. Sato）、羽或9年6月

H. Sakaki ta, K. N. Sato, I. N明iura,Y. Hamada, K. Ida, K. Narihara, K. Toi, T. Seki, A. Ejiri, S. Kur却10to,

K. Adachi, A. Fujisawa, S. Hidekuma, S. Hirokura, H. lguchi, S. Kano, Y. Kawazumi, M. Kojirr凶， A.

Nishizawa, Torus E却. G 

126. Density Fluctuations in JIPP T ITU Tokam北 PlasmaMeasured by Heavy Ion Beam Probe 
Nucl. Fusion 37 (1997) 999、平成9年 7月

Y. Hamada, A. Nishizawa, Y. Kawazumi, A. Fujisawa, K. Narihara, K. Ida, A. Ejiri, A. Ohdachi, K. Kawahata, 

K. Toi, K. Sato, T. Seki, H. Iguchi, K. Adachi, S. Hidekuma, S. Hirokura, M. Kojima, J. Xu, T. Kurr泊zawa,
S. Kuramoto, T. Minami, I. Nαnura, H. Sakaki ta, M. Sasao, K. N. Sato, T. Tuzuki, K. Jo, K. Y却回da,

T. Watari 

127. Observation of Dust Particles by a Laser Scattering Method in the JIPP T-IlU Tokamak 
Nucl. Fusion 37 (1997) 1177、平成9年8月

K. Narihara, K. Toi, Y. II却iada,K. y却旧uchi,K. Adachi, K. Y訓旧da,K. N. Sato, K. Kawahata, A. Nishizawa, 

A. Ohdachi, K. Sato, T. Seki, T. Watari, K. Jo, A. Ejiri, S. Hirokura, K. Ida, Y. Kawazumi, M. Kojima, 

H. Sakaki ta, T. ldo, K. Ki tachi, J. Xu, S. Kur却10to

128. Improvement of Particle Confinement in an L=2 Helical Heliac 
Joint Conf. of 11th Int. Stellarator Conf. and 8th Int. Toki Conf. on Plasma Physics and Controlled 

Nuclear Fusion (Toki, Sep.29 -Oct.3, 1997）、 ヰ弘文9年9月

K. Yoshii, S. Kogoshi, J. Maeda, M. Katsurai, H. Yamada, K. N. Sato 

129.ヘリカノレ＼リアックの最適化の検討

電気学会論文誌 A(1998) 319、平成10年4月

長剖府秀、市凶登雄、前回調台、桂井言丸山田弘司、白話通告之助

130. Recent Pro伊BSSin the Supe配onductingThkamak’IBIAM-lM 
1998 International Congress on Plasma Physics I 25th Europ. Conf. on Controlled Fusion and Plasma 
Physics (Praha, June 29-July 3, 1998) To.36, Part II, p.495 [Invited Paper］.羽戎10年6月

K. N. Sato, S. Itoh, K. Nakamura, H. Zushi, M. Sakamoto, K. Hanada, E. Jotaki, K. Makino, S. Kawasaki, 

H. Nakashima, A. lyomasa 

131. Ablation Ch紅 acteristicsin the Off-Axis Pellet Iniection with/without NBI Hea也igon the JIPP TilU 
Tokam品E



34 佐藤浩之助教授の足跡

1998 International Co昭resson Plasma Physics I 25th Eur叩. Conf. on仁:OntrolledFusion and Plasma 
Physics (Praha, June 29-July 3, 1998) P4. 022, Part II, p. 751. (Presented by K. N. Sato）、

羽或10年6月

比 Sakakita, K. N. Sato, I. N叩tura,A Ejiri, K. Ida, K. Toi, Y. Hamada, K. Narihara, T. Seki, K. Adachi, 

R Akiyan回， S.Hidek四回， S.Hirokura, H. 1 Iguchi, A Fujisawa, A Nishizawa, Y. Kawazumi, M. Kojima, 

Torus Exp. G 

132. Paten回l'furb叫enooin Thkamak Plasmas 

Proc. 17th IAEA Fusion Energy 伽 f.,Yokoh棚田， M加 :N-69／即2/14,1998、平成10年10月

Y. Hamada, A Nishizawa, Y. Kawazumi, A Fujisawa, M. Kojima, K. Narihara, K. Ida, A EJiri, Aα1dachi, 

K. Kawahata, K. Toi, K. Sato, T. Seki，比 Iguchi,K. Adachi, S. Hidekun回， S.Hirokura, K. Iwasaki, 

T. Ido, T. Kumazawa, S. Kぽ a船 to,T. Minami, I. N佃1ura,M. Sasao, K. N. Sato, T. T田也i,K. Yan回da,

T. Watari 

133. Recent b句res田son 回ghPerformanoo Steady-S阻tePlasmas m伽 SuperronductingThkamak 
TRIAM-lM 

Proc. 17th IAEA Fusion Energy Conf., Yokohania 

M臥〈時唱9/0V2/3、平成10年10月

S. I toh, K. N. Sato, K. Nakantura，札 Zushi,M. Sal《訓10to,K. Hana也， E.Jotaki, K. Makino, S. Kawasaki, 

札 Nakashima，凡 Yoshida

134.日ghIon Thmperatu:re Di配bargeand Its Long Sustainment m血eSingle-Null Configuration on 
TRIAM-lM 

Proc. 17th I姐AFusion Energy Conf., Yokoh甜旧， I姐Aべ狩69/EXP2/16,1998、弔戎10年10月

札 Zushi,K. Nakantura, S. I toh, K. N. Sato, M. Sal剖船to,K. Hanada, E. Jotaki, K. Makino, S. Kawasaki, 

比 Nakashima

135. Current Profile Con位。11Study in Steady State Plasma of官 JAM-lM

Proc. 17th M臥 FusionEnergy白nf.,Yokoh祖国， I姐Aべ》£9/CDP/Ol,1998、明或10年10月

M. SakanlO to, S. Itoh, K.凡 Sato,K. Nakanurra，比 Zushi,K. Hanada, E. Jotaki, K. Makino, S. Kawasaki, 

札 Nakashima

136. Investigation on modification of plasma facing su出reunder long duration di配：bargesby 脱出lSof a 
ool1切加1rprol陪mTRIAM－山f
Journal of陥1clearMaterials, Vol. 258, Pages 1060-1065，明或10年10月

T. Hirai, K. Tokunaga, T. Fujiwara, N. Yoshida, S. Itoh, the TRIAM group 

137. ARotating Coil Probe for也eMa伊ieticField Measurement on a Long P叫配dThkamak
Rev. of Scientific Instruments, Vol. 70, 445一必8，璃或11年1月

J. Fuji ta, K. Matsuura, K. Kawahata, S. Fujiwaka, S. Itoh, K. N. Sato, K. Nakantura，比 Zushi,M. Sakan10to, 

K. Hanada, E. Jotaki, K. Makino 

138. Recent P時間ssin血eSuperronduc也igThkamak’rRIAM-lM
Plasma Phys. Control Fusion, Vol. 41 (1999), A587-594、羽或11年7月

S. Itoh, K. N. Sato, K. Nakantura, H. Zushi, M. Sak湖町to,K. Hanada, E. Jotaki, K. Makino, S. Kawasaki, 

礼 Nakashima,A Iy明白sa

139. R悶 ntPro伊鵬8on High Peri 1rmanoo Steady State Plasmas m血eSuperronduc也igTukamak 
TRIAM－山f

胤icl.Fusion, Vol. 39, No. 9Y, Special Issue 1, 1257-1270，弔戎11年9月

S. Itoh, K. N. Sato, K. Nakamura, H. Zushi, M. Sakan10to, K. Har旧da,E Jotaki, K. Makino, S. Kawasaki, 
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札 Nakashima,N. Yoshida 

140.回ghIon 'Thmperature Di配h町geand Its Long Sustainment in Bo血 Limiterand Single Null 
Confi伊rrationson TRIAM-lM 
胤icl.Fusio叫 Vol.39, No. llY, Special Issue 2, 1955-1963，平成11年11月

札 rushi, K. Nakamura, S. I toh, K. N. Sato, M. Sakamoto, K. Hanada, E. Jotaki, K. Makino, S. Kawasaki, 

比 Nakashima

141. cぽrentProfile C加位。land Improvement of Current Drive E伍ciencyby Combined Lower Hybrid Waves 
inTRIAM-lM 

凶1cl.Fusion, Vol. 40, No. 3Y, 453-459，明或12年3月

M. Sakamoto, S. Itoh, K. N. Sato, K. Nakamura, H. Zushi, K. Hanada, E. Jotaki, K. Makino, S. Kawasaki, 

比 Nakashima

142. HighPeめ1rmanreand Current Drive Study on官 IAM-lM

工ofPlasma and Fusion Research Series, Vol. 3 (2側） 16--21、平成12年5月
比 Zushi,S. Itoh, K. N. Sato, K. Nak訓ura,M. Sakamoto, K. Hanada, E. Jotaki, K. Makino, Y. D. Pan, 

S. Kawasaki，比 Nakashima

143. Rerent Pr句re鎚 onTRIAM-lM
Nucl. Fusion, Vol. 40, No. 6, 1183-1196、ヰ萌え12年6月
礼 rushi,S. Itoh, K. N. Sato, K. Nakamura, M. Sakamoto, K. Hanada, E. Jotaki, K. Makino, Y. D. P組，

S. Kawasaki，孔 Nakashin自

144. s位uctureof materials de卵白tedon血eplasma facing su由rein TRIAM-lM tokamak and血eeffect on 
hy1世ogen陀cycling

Journal of Nuclear Materials, Vol. 283, Pages 1177-1181，平成12年12月

T. Hirai, T. Fujiwara, K. Tokunaga, K. Yoshida, A. K佃旧1ri，αMotojima,S. Itoh, TRIAM group 

145. Particle Control and’Iranspo此 byPellet I可ection --Snake-Like Density OEC出ation－－ベレット刈すによ
る粒子市IJt卸と輸送一”Snake-Like”密度振動現象－
J. of Plasma and Fusion Research 77 (2001) 119、明或13年2月

佐麟告之助

146. Nonlinear Conductivity of Lower-Hybrid－可ぬlVeHeated Plasma in the P:re~mre of an Elec廿icField
Physics of Plasmas 8 (2001) 3571、明戎13年8月

Farshi and K. N. Sato 

147. Kinetic and Co血血onProre路 E:ffec臼onM袴neticStructures in P:re-D町uptionPha田 ofTukamak 
Plasmas12th Int. Toki白nf. (Dec. 2001); J. of Plasma and Fusion Research 77、羽或13年12月

E. Farshi, S. Gou血rri,R Amrollahi and K. N. Sato 

148. Interaction between Throidal Plasma and Solid Hydr句enPellet 
Proc. of 4th Coalition Meeting on Fusion Energy，日(}L¥3,81、明或14年6月

K. N. Sato，見 Sakakita，比 Fujita

149. Investigation on the Charac飴risticsof Pellet Ablation in a Throidal Plasma 

11th ICPP 2002, P182, 2002, 101、平成14年7月

K. N. Sato，比 Sakakita，礼 Fujita

150. Global Particle Balanre of Long Duration DiECh泣 geson TRIAM-lM 

Journal of Plasma and Fusion Research SERIES, 5, 2002, 131-136、羽戎14年10月
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M. Sakal船toand TRIAM Group 

151. Modeling of Global Particle Balanoo in Steady-S組teM姥neti.cFusion Devioos-Analysis of the R悶 nt
Data from the TRIAM-lM Thkamak 

Journal of Nuclear Materials, vol. 313-316, 588-594、羽戎15年3月

Y. Hirooka, M. Sakamoto, TRIAM Group 

152. Charac飴risticsof Pellet Ablation in匝ゆ’Thmperatu:rePlasmas 
Im陀2003，田10,Jeju, 2-5 June、南戎15年6月

K. N. Sato and H. Sakakita 

153. Studies on Various Phenomena during由eloo Pellet Iniection into Throidal Plasmas 
X LAWPP, IT14, Sao Pedro, BR, 1-5 Dec 2003、羽或15年12月

K. N. Sato 

154. Remote S伽 ringAntenna System and Its Application tn ECH厄CCDExperimenおon由eTRIAM-lM 
’Ibkamak 
Proc. of 13th Joint Workshop on ECE & EαH, (2004），平成16年5月

礼 Idei, K. Hanada, K.ぼ血.ibo,M. Hasegawa, T. Notake, S. Kubo, T. Shimozuma , S. Ito，礼 Zushi,K. 

N. Sato, K. Nakamura, M. Sakamoto, A. Iy明白sa，比 Hoshika,K. Sasaki, S. Kawasaki, H. Nakashima, A. 

Higashij ima, , TRIAM Exp. Group 

155. SSTO Study with Real Time Measurements of Recycling, Heat Load, and Co・De卵白.tion
Proc. 31th日宅白nf.on Control Fusion and Plasma Physics, Vol. 28G, P2-129, 2004、ヰ初完16年6月

比Zushi,T. Kurar船to,M. Sakamoto, Y. Matsuo, K. Hana也， T.Sugata, N. Maezono, N. Yoshida, K. Tokunaga, 

T. Fujiwara, M. Miyamoto, M. Tokitani, S. Kado, T. Sik油田， Y.Nakashima, Y. Hirooka, and TRIAM exp. 

group 

156. Basic Proooss of Solid Hy，のogenAblationby匝ghThmpera加rePlasmas 
Proc. 7th Asia Pacific Coぱ. on Plasma Science and Technology, OlP-116, (2004）、羽戎16年6月

K. N. Sato, K. Ichizono, S. Kugimiya，礼 Sakakita, T. Misawa, Y.α1tsu，比 Fujita, S. Yoshimura, M. 

Tanaka, R. Sakamoto, H. Yamada, K. Yamazaki 

157. Development of出ePellet Injec町 withCon也mouslySize-Con位。UableSystem 

Proc. 7th Asia Pacific 白nf.on Plasma Science and Technology, OlP-107, (2004）、羽或16年6月

K. Ichizono, S. Kugimiya, S. Imada, and K. N. Sato 

158. Development of a Non-Diaphra伊n可申eShock Tu除 forLow Impuricy Plasma Production 
Proc. of 7th Asia Pacific Conf. on Plasma Science and Technology, OlP-106, (2004），弔或16年6月

S. Kugimiya, S. Imada, K. Ichizono, K. N. Sato, S. Kawasaki, TRIAM Exp. Group 

159. Ma伊ieticSellS)rless Control of Plasma Position in the Superconducting’Ibkamak HT-7 
Proc. Int. Conf. on Electrical Engineering 2004, Vol. 1, 卯.784-788, July, 2004、ヰ萌え16年7月

K. Nak訓削ra,Z. S. Ji, B. Shen, P. J. Qin, K. N. Sato, K. Hanada, M. Sakamoto，札 Idei,M. Hasegawa, 

A. ly佃泊sa,S. Kawasaki, 11 Nakashima, A. Higashij ima 

160. Remote S船eringAntenna System on血eTRIAM-lMThk創nak

Proc. of 2004 Joint 29th Int. Conf. on Infrared and Millimeter Waves and 12th Int. Conf. on Terahertz 

Electronics, pp. 725、羽戎16年9月

H. I de i, K. Hanada, K.住tlmbo,M. Hasegawa, T. Notake, S. Kubo, T. Shimozuma , S. Ito, K. N. Sato, 

札 Zushi,K. Nakamura，比 Sakamoto,A. Iy佃自sa,S. Kawasaki, H. Nakashima, A. Higashijima, S. Nishi, 

TRIAM Group 
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161. Fundamental Promss of Hydrogen PelletAblation in High Thmperature Plasmas 
Proc. 12th Int. Congress on Plasma Physics, P-083、明求16年10月

K.凡 Sato,K. Ichizono, S. Kugimiya，礼 Sakakita, T. Misawa, Y.ぽ1tsu,H. Fuji ta 
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162.協ryLow Frequency Oocillations of Heat Load and b句cling日uxin Steady-State Thk創nakDi配bargein 
TRIAM-lM 

Proc. 12th Int. Congress on Plasma Physics, P-082、明或16年10月

比 Zushi,M. Sakamoto, K. Hanada, Y. Matsuo, K. Kuramoto, T. Sugata，凡 Maezono，比 Hoshika,A lyαnasa, 

K. Sasaki, K. Nakamura, K. N. Sato, 1-l Idei, S. Kawasaki，且 Nakashima,A. Higashijima and M. Hasegawa 

163.’I'r祖国po此B訂rierFormation by Ll-ICD on TRIAM-lM 
Proc. 12th Int. Congress on Plasma Physics, Pl哨 7、平成16年10月

K. Hanada, A. I y倒防sa，札 Zushi,M. Hasegawa, K. Sasaki，札 Hoshika,K. Nakamura, M. Sakar船 to,

K. N. Sato，比 Idei,S. Kawasaki, H. Nakashima, A. Higashijima 

164. Development of a New可申eShock司ibeWithout a Diaphr~ for Gas-Dynamic La蹴 R蹴 arch
Proc. 12th Int. Congress on Plasma Physics, Pl-059、明或16年10月

S. Kugimiya, K. Ichizono, S. Nourgostar, K. N. Sato, S. Kawasaki, Exp. Group T 

165. Development of a Preci配 Size-Con甘ollablePellet I司ぽ旬1rfor血eDetailed Studies of Ablation Phenamena 
and Mechanism 

Proc. 12th Int. Congress on Plasma Physics, P3-084、明求16年10月

比 Ichizono, S. Kugimiya, S. Nourgostar, K.礼 Sato,Exp.Group T 

166. Estimation of Power Balanre in Steady S阻telliCDDi配h昭郎onTRIAM-lM
Proc. 12th Int. Congress on Plasma Physics, P3-o94、平成16年10月

T. Sugata, K. Hanada, N. Imamura, M. Sakamoto，礼 Zushi，札 Idei,A. lyomasa, S. Kawasaki, K. Sato, 

礼 Nakashima et al. 

167. Ion.Aiα~leration During Internal Ma伊eticReconnection Events in TS千2
Proc. 12th Int.伽 igresson Plasma Physics, Pl-078、羽戎16年10月

見 Hoshika，比 Zushi,M. 灯油白SU，札 Idei,A. ly明白sa,A. Ejiri, S.ぽiara，比 Kasahara,Y. Kamada, 

S. Kawasaki, M. Sakar恥to,K. Sasaki, K. N. Sato, S. Shirai wa, Y. Takagi, Y. Takase, H. Nakashima, K. 

Nakamura, M. Hasegawa, K. Hanada, A. Higashijima, A. F叫ruyari白 andT. Yari回da

168. Overview of Steady State Thkamak O伊rationand Current Drive Eヰ肥rimenぉinTRIAM-lM
Proc. 20th IAEA Fusion Energy 伽 f.,IAEAべル116-0VS-2、弔戎16年11月
社 Zushi,K. Nakamura, K. H宿泊da,K. N. Sato, M. Sakamoto，比 IdeiM. Hasegawa, A. Iyαnasa, S. Kawasaki, 

比 Nakashima,A. Higashij ima, T. K1町胡10to,A. Tanaka, Y. Matsuo, K. Esaki, H. Akanishi札 Ayats叫｛.a,

S. Imada, T. Sugata，比 Hoshika,K. Sasaki, N. Maezono, M. Ki taguchi, N. Imariiura, T. Hayasaki, K. 

Ichi zono, S. Kugimi ya, N. Yoshida, K. Tok凹IBga,T. Fujiwara M. Mi y甜10to,M. Toki tani, K. Uehara, Y. 

Sa白moto,Y. Nakashima, Y. Kubota, Y. Higashizono, Y. Takase, A. Ejiri, S. Shiraiwa, S. Kado, T. Shik訓白，

S. Iio, T. Takeda, Y. Hirooka, K. Ida, Y. Nakamura, T~ Fujimato, A. lw；甜回e,T. Maekawa, 0. Mi tarai 

169. Tran司旧此B宿泊erFormation and its Maintenanre by Ll-ICD on TRIAM－山f

Proc. 20th IAEA Fusion Energy Conf., I姐A-Q←11日 X/P4-25、ヰ城16年11月
K. Hanada, A. I y明白sa，比 Zushi,M. Hasegawa, K. Sasaki，比 Hoshika,K. Nak訓 ura,S. Shiraiwa，枇

Sak油10to,K. N. Sato，比 Idei, S. Kawasaki，比 Nakashin泊， A Higashijima 
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170.’lbroidal Struc加reof Hydrogen Recycling in Ultra-long Di配：bargeson宮支払M-lM
Proc. 20th IAEA Fusion Energy Conf., IAEA--OV一回／P5-30、平成16年11月

M. Sakamoto, Y. Matsuo，札 Zushi,K Nak訓削ra,K Hanada, K N. Sato，民 Idei,M. Hasegawa, A ly倒防sa,

S. Kawasaki，民 Nakashima,A Higashij ir路， T.Kur描約to，延 Kitaguchi,T. Sugata, N. Maezono, N. Yoshida, 

K. Tokunaga，τ. Fujiwara, M.話iyanむto，抵！okitani，工 Nakashima,Y. Kubota，日iga山 ono,Y.百irooka,
S. Kado, T. Sikan阻

171. Fundamen怒lX細modeElec柱。nCycloむxmCurrent弘主reusing弐emote・S脱出gSymme也 D註悦tion 
Antenna at Larger S慨 ringAngles 
Proc. 20th IAEA Fusion Energy Coぱ., IAEAべ五ト11付 'D-1-2、明或16年11月

見 Idei, K. Hanada, 吐 Zushi, K. αik1山o,肱 Hasegawa, S. K山o,S. Nishi, K. N. Sato, K. Nakan削同

誌 Sa主部むto,A ly偲詰sa,S. Kawasaki, H.尚昆shima,A Higashij in詰， T.Notake, T. Shin脱出活， S.Ito, 

H. Hoshika, N. Maezono, K. Nakashima，拡 O伊wa,TRIAM Group 

172. Development of a Preci肥 Size-ControllablePellet I時ec的地r也eDetailed Studies of Ablation Phenomena 
Proc. of 32nd EPS Con主 onplas路 Physics、事実17年同

K. N. Sato, K. Ichizono, I. Rego, S. Kawasaki, TRIAM Exp. Group 

173. Development of a New No町Diaphra伊可ゃeShock Tube for High Density P胸蹴
Proc. of 32nd部 Conf.on plasma Physics、宅求17年時

K 凡 Sato,S. Kugimiya, S. Nourgostar, T. Aoki, S. Kawasaki, TRIAM Exp. Group 

174. Impact of a Movable Limiter on the Global Wall R成約：lingin TRIAM-lM 
Proc. of 32nd EPS Conf. on plasma Physics、宅求17年間

M. Sakamoto, M. Ogawa, K. Takaki，礼 Zushi,K, Nakashin回， N.Maezono, T. Sugata, Y. Nakashima, Y. 

Higashizono, Y. Kubota, A Higashijima，比 Nakashima,S. Kawasaki, A lyomasa, M. Hasegawa，見 Idei,

K. Hanada, K. Nakamura, K. N. Sato 

175. Magnetic Senrorless Control of Plasma Po副 onwithout Drift Problem in the HT-7百kamak
Proc. International 白，nf. ぽIElectrical Engineering 2005, Kunming，αiina、平成17年7月
瓦時点揮官民 J.R. Luo，瓦 z.曹ang,z. s. Ji，託曹ang,F.曹ang,N. Qi, K. N. Sato，正 Hanada，延 Sa初n給to,
社 Idei,M. Hasegawa, S. Kawasaki, H. Nal也shima,A Higashijima 

176. Popula垣onInversion by Relax幼on官meDifferenoo with a Newly Developed Non-Diaphragm Shock 
主主秘anda Sui:陪：ramieNozzle Flow 

Proc. of the 5th仁:Onf.of Asia Plasma & Fusion Association (APFA）、平成17年8丹

K. N. Sato, T. Aoki, S. Nourgost訂， K.Goto, Y. Miyoshi, S. Kawasaki, TRIAM Exp. Group 

177. Reoont Global Wall R問 clingStudies in long Thrm Sus幼虫ed官弘法1MTukamal玉 andiお
Development in New ST Devioo in Kyushu University 

Proc. of the 5th Coぱ.of Asia Plas附＆ Fusion Association (APFA）、明世17年8月

M. Sakamoto, K. N. Sato, M. Ogawa, K. Takaki，比 rushi,K. Nakashima, N. Maezono, T. Sugata, Y. Nakashin也，

Y. Higashizono, Y.豆油ota,A Higashiji紘豆地kashin泊， S.Kaぬsaki,A b部iasa，註 Hasegawa，註 Idei,
K. Har泊da,K. Nakamura 

178. Ma伊ieticSenrorle路 Controlof Plasma Position and Sha戸 ina’lbkamak
Proc. JSPS-CAS CoreむniversityProgram Seminar on Production and Steady State Confinement of High 

Performance Plasmas in Magnetic Confinement Systems, July 2005, Hefei, NIFS-P限定湖、明或17年9月

K. Nak油ru.ra,J. R. Luo，札 Z.Wang, Z. S. Ji，比 Wang,F. Wang, N. Qi, K. N. Sato, K. Hanada, M. Sak捌10to,

比 Idei,M. Hasegawa, S. Kawasaki, IL Nakashima, A Higashijima 
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179. s飴adyS阻teThkamak Operation, ITB 1加 isitionand Sus旬inment:andECCD Eヰ陪rimentsin 
官 IAM-IM(VI)

Nucl. Fusio叫 Vol.45, No. 10, 142-S156、明戎17年10月

比 Zushi,K. Nak却制ra,K. Hanada, K.凡 Sato,M. Sak却10to，札 Idei,M. Hasegawa, A Iyαnasa, S. Kawasaki, 

比 Nakashir阻， A Higashijima, T. K町amoto,A Tanaka, Y. Matsuo, K. Esaki，比肱anishi,T. Sugata, 

札 Hoshika,K. Sasaki, N. Maezono, M. Ki taguchi, N. Imam町 a,N. Yoshida, K. Tokunaga, T. Fujiwara, 

M. Miyamoto, M. Tokitani, K. Uehara, Y. Sa白moto,Y. Nakashima, Y. Kubota, Y. Higasizono, Y. Takase, 

A Ejiri, S. Shiraiwa, S. Kado, T. Sikama, S. Tsuji-Iio, T. Takeda, Y. Hirooka, K. Ida, Y. Nak湖町ra,

T. Fujimoto, A Iwamae, T. Maekawa and 0. Mitarai 

180. Desi伊坑udyof National （加佐alizedTokamak fac出tyfor血edemons廿ationof steady陶飴 high・民阻

plasma operation 

陥Jcl.Fusion 45 (12), 1676-1683、羽或17年12月

札Tamai,M. Akiba，比 Azechi,T. Fujita, K. Hamamatsu，礼 Hashizume,N. Hayashi，札 Horiike,N. Hosogane, 

M. Ichimura, K. I也， T.Imai, S. Ishida, S. I toh, Y. Kamada, H. Kawashima, M. Kikuchi, A Kimura, K. 

Kiz叫札 Kubo,Y. Kudo, K. Kurihara, G. Kuri ta, M. Kuriyama, K. Masaki, M. Mats叫泊.wa,M. Matsuoka, 

Y. Miura, Y. M. Miura, N. Miya, A Morioka, K. Nakamura, H. Ninαniya, A Nishimura, K.肱ano,K.怯uno,

A Sagara, M. Sakamoto, S. Sakurai, K. Sato, R Shi阻 da,A Shimizu, T. Suz山i，比 Takahashi,Y. Takase, 

M. Takechi, S. Tanaka, K. Tsuchiya，比 Tsutsui,Y. Uesugi, K. Yatsu, N. Yoshida 

181. Development of Cryogenic Pellets with Contr・olledLeng仕1伽 PelletAblationStudies 
Proc. of the 7th Cross Straits Symposium on Materials, Energy, and Environmental Sciences, Fukuo旬、

明或17年12月

I. da S. Rego, K. Goto, T. Aoki, Y. Miyoshi, K. N. Sato, S. Kawasaki, TRIAM exp. Group 

182. Measurement of ’Thmperatnres 民hinda Shock Wave Reflected at the End of a Non-Diaphragm 司rpe
Shock百il陪

Proc. of the 7th Cross Straits Symposium on Materials, Energy, and Environmental Sciences, Fukuo旬、

羽或17年 12月

T. Aoki, Y. Miyoshi, K. Goto, K. N. Sato, S. Kawasaki, TRIAM Group 

183. Ma伊eticmeasurement on oompact PWI e耳:>erimen阻Ide羽白
Proc. of the 7th Cross Straits Symposium on Materials, Energy, and Environmental Sciences, Fukuo旬、

平成17年12月

S. Watanabe, K. Sasaki, K. Har旧da,TRIAM Group 

184. Development of Heter吋yneRadiometer for Electron Cyclotron Em悶 on(ECE) Me細胞mentSystem 

using Harmonic 1.ocal OE£illator in日ghFrequency mm-wave range 
Proc. of the 7th Cross Straits Symposium on Materials, Energy, and Environmental Sciences, Fukuoka、
羽戎17年12月

Y. Wataya，比 Idei，見 Zushi,TRIAM Exp. Group 

1&5. Scheme for Production of Fixed-Sized Cηogenic Pelle白色1raC訂rierDisk匂rpePellet I可ector
Jpn. J. Appl. Physics、明或18年1月

I. da S. Rego, K. N. Sato, T. Aoki, K. Goto, Y. Miyoshi, D. Ha百1ang,M. Sakar恥to,S. Kawasaki and 

TRIAM Exp. Group 

186. Ma伊eticSemorles.s Con位。1lof Plasma Po副onand Shape in a百kamak
工ofPlasma Science and Technology, Vol. 8, No. 1, 8(}-83, J,油田ry2側、明或18年 1月
K. Nakamura, J. R Luo，札 Z.w，加g,Z. S. Ji，札 Wang,F. Wang, N. Qi, K. N. Sato, K. Hanada, M. Sakar船to,
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託 Idei，延 Hasegawa,S.まawasaki，在地kas挺n結， A Higashijin磁

187. En伊ieeringDesi停1組 dCon位ol段氾n訂io長）rSteady-State Hig-Be胞 Opera註；onin Na油ti

Tukamak 

Fusion Engineering and Desi伊 81,159判師、明或18年2月

K. Tsuchiya，話．地iba，民 Azechi,T. Fu}ii，τ. Fujita，拡 Fujiwara,K. Hamamatsu，足時ashizume,N. 
Hayashi，比 Horiike, N. Hosogane, M. Ichimura, K. Ida, Y. Ikeda, T. Imai, N. Inoue, S. Ishida, S. I toh, 

Y. Kamada，見 Kawashima，札 Kikuchi,A. Kimura, K. Ki叫比 K山o,Y. Kudo, K. Kurihara, G. Kuri ta, 

抵 Kuriy描泊，瓦 Masaki，託 Matsukawa，托 Ninomiya,A. Nishimura, K. U《ano，瓦仁lkuno,A. Sagara，延

Sakamoto, S. Sakurai, K.凡Sato,R Shimada, A. Shimizu, T. Suzuki, 1-l Takahashi, Y. Takase, M. Takechi, 

1-lτa沼i,s.τ誌協ka，廷すsutsui,Y.むesugi,K. Yatsu, N. Yoshida 

188. Continuous and Real-Time Data Acquisition System for Superoonducting Tuk狙 aksHT・7組 d
官弘M-lM

Fusion Engineering and Design, Vol. 81, Issues 8-14, 1621-1626、明或18年2月

R曹ang,J. R Luo, K. Nak掛iura,K. N. Sato，正 H征組da,M. Sakamoto, 1-l Idei, M. Hasegawa, S. Kawas晶玉i,
礼 Nakashima,A. Higashijima 

189.M噂ieticSeruorless C加なolEヰ>erimentwithout訟iftProblem on HT-7 
Fusion Engineering and Design, Vol. 81, 1607-1612、明或18年2月
K. Nakamura, J. R Luo，民 Z.Wang, Z. S. Ji，礼官ang,F. W加g,N. Qi, K. N. Sato, K. H誼泊da，肱 Sak摘むto,
礼 Idei，拡 Hasegawa,A. Iyomasa, S. Kawasaki，托 Nakashima,A. Higashijima 

190. Overview of the N始onal伐ntralizedTokamak Pr略取慰問
Nucl. Fusion 46, S29-S38、明或18年3月

肱 Kikuchi，比 Tamai,M. Mats叫mwa,T. Fujita, Y. Takase, S. Sakurai, K. Kizu, K. Tsuchiya, G. Kurita, 

A話orioka,N. Hayashi, Y.話iura,S. Itoh，工 Bialek,G. Navratil, Y. Ikeda, T. Fujii, K. Kurih佐高
札 Kubo,Y. K甜回da,N. Miya, T. Suz叫（i,K. H却凶natsu,H. Kawashirr旧， Y.Kudo, K. Masaki，礼 Takahashi,

弘 Takechi，延地iba，瓦.Okuno, S. Ishida，註 Ichimura,T. In詰i,Hashizume, Y.紘詰iura，註 Horiike,

A. Kimura, 1-l Tsutsui, M. Matsuoka, Y. Uesugi, A. Sagara, A. Nishimura, A. Shimizu, M. Sakamoto, 

K. Nakamura, K.凡 Sato,K. <lillno, K. Ida，見 RShimada, Y. Kishimoto，比 Azechi,S. Tanaka, K. Yatsu, 
拭 Yoshida，拡 Inutal王e，拡 Fujiwara，託 Inoue,N. Hosogane，祇 Kuriyan結and託 Ninomiya

191. Hea也igbyanElec柱。nBernstein Wave in a Spherical’lbl磁 nal王Plasmavia Mode Conversion 
Physical Review Letters, 0031-9007/06/96(18)/185003(4）、羽或18年5月
S. Shirai wa, K. Hana也， M.Hasegawa，社 Idei，札 Kasahara,0. Mi tarai, K. Nakaniura, N. Nishino, 

托 Nozato，足跡（30むto,K. Sas品d,K. Sato, Y. Takase, T. Y部結da，註 Zushi,and TST-21鉱 group

192. Electron Cyclotron Cぽrent加 veExperiments in Ll-ICD Plasmas Using a Remote S齢 ringAn斡獄iaon
出eTRIAM-lM'lbk田nak

Nuclear Fus ion, Vol. 46, No 5 pp. 489-499、平成18年5月

1-l Idei, K. Hanada，社 Zushi，民投lk泊。，註託asegawa，三五油o,S. Nishi, A. FulむY都民主民 Sato,

K. Nakaniura, M. Sakamoto, A. Iy叩iasa,S. Kawasaki, H. Nakashin泊， A.Higashijima, T. Notake, T. Shimozuma, 

S. Ito，民 Hoshika,N. Maezono, K. Nakashima, M. Ogawa and the TRIA誕experimentalgroup 

193.同川出即日開蹴sof Molybdenum Erosion/Re-de抑制onand Local Measurement of Hy，巾句en/
Molybdenum Emis郡部会om也eHot Si:約tinSteady State官民措lMPla鑓na

Proc. 8th International Workshop on Hydrogen Isotopes in Fusion Reactor Materials，日iina、
明或18年5月
民 Zushi,B. Rajendraprasad, K.：もkashima,T. Shikama, M. Sak摘むto，民 Yoshida,M. Ogawa, S. Kado, 
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K. Sawada, Y. Hirooka, Y. Nozaki加 dTRIAM Exp. Group 

194. Relation Between Charge Exchange Flux and lmpur均 InfluxStudied by Perturbation Me血odsof Gas 
日茄ng,Heat Load and Confinement Properties in’rRIAM-lM 
Proc. International Conference on Plasma Surface Interactions in白ntrolledFusion Device Hefei Anhui, 

China、明戎18年5月

H. r ushi, Y. Nozaki, B. Rajendraprasad, K. Nakashima, M. Sakamoto, K. Hanada，比 Idei,K. Nakamぽ a,S. 

Nishi, M. Ogawa, K. Takaki, K. Sasaki, Y. Hirooka, S. Kado , T. Shikama and TRIAM Exp. Group 

195. 1、νoDimen旦onalDen包tyP叩血eMeasu陀mentwith a Sheet Tl】一 nal Ii Beam in CPD 
Proc. International 白，nferenceon Plasma Surface Interactions in 白ntrolledFusion Device, Hefei h由ui,

白ina、明戎18年5月

比 Zushi,T. Morisaki, Y. Inada , J. Bouch訂 d,K. Nakashima, H. Tsuchiya, K. Hanada, K. Sasaki, B. 
Rajendraprasad, andαD group 

196. Surfare Temi:肥ra加reEffec臼onHydr句enand Impurity Releaoo from也eLimiter Studied by Means of 
VISible and near Infrared 81即位mropicMeasurement in TRIAM-lM 
Proc. International 白nferenceon Plasma Surface Interactions in白ntrolledFusion Device, Hefei Anhui, 

白ina、明或18年5月

B. Rajendraprasad，見 Zushi,K. Nakashima, T. Shikan回， M.Sakaiooto, M. Ogawa, S. Kado, K. Sawada, K. 

Uehara, A. Tsushima, N. Kimura, Y. Nozaki, and TRIAM Exp. Group 

197. Calorime廿icMeasurement of Heat Load in Full Non-Inductive LlICD Plasmas on TRIAM-lM 
Proc. International 白nferenceon Plasma Surface Interactions in 白ntrolledFusion Device, Hefei h由ui,

α1ina、明或18年5月

比 Hanada, T. Sugata, K. Sasaki，民 Zushi,K. Nak訓 1ura,K. N. Sato, M. Sakamoto，比 Idei,M. Hasegawa , 

S. Kawasaki，比 Nakashima,A. Higashijima and TRIAM group 

198. In Situ Measurements of Ero団onand Redeposition During Long D旧 ationDi配h訂 gesonTRIAM-lM
Proc. International 白nferenceon Plasma Surface Interactions in 白ntrolledFusion Device, Hefei h由ui,

α1ina、平成18年5月

M. Sakamoto, M. Ogawa，比 Zushi,A. Higashijima，比 Nakashima,S. Kawasaki, M. Hasegawa，比 Idei,K. 

Hana也， K.Nakamura, K. N. Sato and TRIAM group 

199.官ieOb配rvationof Dust Behavior in TRIAM-lM 
Proc. International Conference on Plasma Surface Interactions in白ntrolledFusion Device Hef ei Anhui 

α1ina、平成18年5月

K. Sasaki, K. Hanada, N. Nishino, K. N. Sato，比 Zushi,K. Nak甜削ra,M. Sakamoto, H. Idei, M. Hasegawa, 

S.Kawasaki，吐 Nakasima,A. Higasijima, TRIAM group 

200. Effect of Repetition of DiECh紅 geson O巧genImpurity Behavior in Long Duration Di配bargeon 
TRIAM-lM 

Proc. International 白nferenceon Plasma Surface Interactions in Controlled Fusion Device, Hefei h由ui,

α1ina、平成18年5月

M. Ogawa, M. Sakaiooto, K. N. Sato, H. Zushi, K. Nakamura』 K.Hanada, H. Idei, M. Hasegawa, S. Kawasaki, 

H. Nakashima, A. Higashijima, and TRIAM group 

201. Popul油onInversionιaoor OEC温油onCauood by Relaxation Time Differenre wi出 aNewly Developed 
Non-Diaphra伊nShock Tube and a Sui;:町田nicNozzle Flow 
Proc. 33rd European Physical Society Conference on Plasma Physics, R1αna, Italy、平成18年6月

K. N. Sato, T. Aoki, Y. Miyoshi, D. Thang, I. Rego, M. Sakaiooto, TRIAM Exp. Group 
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202.同mamicsof ReのclingProcesffis R時 xmdi略的 theLocal Particle and Heat Load Perturbations in 
TRIAM-lM 

Proc. 33rd European Physical Society 白nferenceon Plasma Physics, R＇αI旧， Italy、平成18年6月

H. Zushi, B. Rajendraprasad, Y. Nozaki, 1 K Nakashima，肱 Sakamoto,M. Ogawa, K Takaki, K Hanada, 

比 Idei,K. Nakamura, K Sasaki, Y. Hirooka, Y. Nakashima, S. Kado, T. Shikama and TRIAM Exp. Group 

203. Current Pro血eEstimation Using Hard X-Ray Measurement Along the Tup and Bo伽 mIdentical Line of 
SゆtonTRIAM-lM 
Proc. 33rd European Physical Society Conference on Plasma Physics, R1明白， Italy、平成18年6月

K Hanada, K Sasaki, M. Hasegawa, H. Idei，比Zushi,K. Nakamura, M. Sakamoto, K. N. Sato, S. Kawasaki, 

礼Nakashima,A Higashijima and TRIAM group 

204. Development of a Cry句悶.cV:紅白ble-Siz.edPellet I司ec伽伽PelletAblation Studies 
Proc. 33rd E町 opeanPhysical Society Conference on Plasma Physics, Rαna, Italy、ヰ城18年6月

I. da s. Rego, K. Goto, D. Ha百1ang,Y. Miyoshi, K.凡 Sato,M. Sakar船 to,S. Kawasaki, and the TRIAM 
Exp. Group 

205. SoftX-Ray Measurement in IRE on the TST-2 Spherical Thkamak 
Proc. 33rd European Physical Society Conference on Plasma Physics, Rαna, Italy、平成18年6月

K. Sasaki, K. Hanada, K. N. Sato，見 Zushi,K. Nakamura, M. Sakamoto，札 Idei，祉 Hasegawa,S. Kawasaki, 

T. Nakashima, A. Higashijima, Y. Takase, A. Ejiri , S. Shiraiwa，札 Kasahara,T. Y訓回daand N. Nishino 

2侃.RF Start-Up and Sustainment E河町imen臼on血eTST-2@K Spherical’Ibkamak 
陥icl.Fusion 46 No 7 (July 2α泊） 709-713、平成18年7月

A. Ejiri, Y. Takase，比 Kasahara,T. Yan回da,K. Hanada, K. N. Sato, H. Zushi, K. Nakamura, M. Sakamoto, 

比 Idei,M. Hasegawa, A. lyomasa, N. Imamura, K. Esaki, M. Ki taguchi, K. Sasaki，札 Hoshika,0. Mi tarai 

and N. Nishino 

2ITT. Plasma Current S阻rt-UpEヰ:>erimentsWr也out也e白n廿alSolenoid in the TST-2 Spherical’Ibkamak 
比icl.Fusion46, No. 8 (August 2CX泊） S598-S602、司有た18年8月

Y. Takase, A. Ejiri, S. Shiraiwa, Y. Adachi, N. Ishii，比 Kasahara，比 Nuga,Y.白10, T. Oosako, M. 

Sasaki, Y. Shimada, N. Sumi tαoo, I. Taguchi，比 Tojo,J. Tsujimura, M. Ushig1αne, T. Yan白血， K.Hana白，
M. Hasegawa，比 Idei,K. Nakamura, M. Sakar船to,K. Sasaki, K. N. Sato，礼 Zushi，凡 Nishinoand 0. Mi tarai 

208. Wide-Band Heter吋戸ie-Radiome飴rwith Fast Frequen句r-SwitchffigLocal OErilla伽伽 Electron
Cyclotron Emission Diagnostics 

Proc. of 印刷W-THz2側， September18-22, 20侃， Sha噌泊i，α1ina、羽戎18年9月

Y. Wataya，比 Idei,S. Inagaki, T. Shimozun阻， Y.Nagay油田， kKawahata，見 Zushi,and TRIAM Exp. Group 

209. Power Balance Investigation in Steady-S阻.teLHCDDi配h位 geson TRIAM-lM 
Fusion Engineering and Design, Volume 81, Issue 19, September 2006, Pages 2257-2265，平成18年9月

K. Hanada T. Sugata, M. Sakamoto，札 Zushi,K. Nakamura, K. N. Sato，礼 Idei,M. Hasegawa, A. Higashijima, 

S. Kawasaki, and礼 Nakashima

210. OverviewofR.ecentE耳児rimentalStudies on’IBIAM-lM 
Proc. 21th I組AFusion Energy Conference，αiengdu，α1ina、平成18年10月
K. N. Sato, H. Zushi, K. Nakamura, K. Hanada, M. Sakar即to，札 Idei,M. Hasegawa, S. Kawasaki，見 Nakashima,

A. Higashijima, D.百lang,F. W.誼ig, I. Rego, K. Sasaki，礼 Xu,B. Rajendraprasad, M. Ogawa, K. Takagi, 

K. Nakashima, S. Nishi, T. Aoki, N. Kimura, Y. Inada, Y. Nozaki, Y. Wataya，札 Sakai,M. Matsubara, 

S. Watanabe, K. Goto, Y. Miyoshi, N. Yoshida, K. Tokunaga, T. Fujiwara, M. Miyamoto, M. Tokitani, 
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K Uehara, Y. Sa白moto,Y. Nakashima, Y. Higashizono, Y. Takase, A Ejiri, S. Kado, T. Shikama, S. Iio, 

T. Takeda, Y. Hirooka, T. Morisaki, Y. Nakamura, K Toi, T. Fujimoto, A Iwarr也e,T. Maekawa, M. Nagata, 

N. Nishino, 0. Mitarai 

211. Bi-Directional Lower Hybrid Current Drive and Electron Cyclo位。nCounter C町rentDrive Experi即時

in Full Cu町entDrivePlasma in TRIAM-lM 
Proc. 21th M臥 FusionEnergy 白nference，αle昭仇 αlina、羽或18年10月
比 Zushi, K. Har旧白，孔 Idei, S. Nishi, T. Maekawa, M. Azumi, A F叫ruyama,S. Kubo, T. Shimozuma, 

T. Notake, K Sasaki, B. Bhattacharyay, K Nakashirr回，礼 Hoshika,M. Sakar船to,M. Ogawa, K Nakamura, 

K N. Sato, M. Hasegawa, S. Kawasaki，比 Nakashima,A Higashijima, K Toi, Y. Takase, T. Shikama, 

S. Kado, 0. Mi tarai, K Takahashi, K. Takaki, N. Maezono, M. Ki taguch, F. Wang，比 Xu,Y. Nozaki, Y. 

Wataya, N. Kimura 

212. Power Dependenoo of Densicy and Current Drive E血ciencyin Full UICD Plasmas on TRIAM-lM 
Proc. 21th IAEA Fusion Energy Conference，αiengdu，白ina、平成18年10月

K. Hariada，孔 X叫礼 Idei，礼 Zushi,M. Hasegawa, K. Nakar則ra,M. Sakamoto, K. N. Sato, S. Kawasaki, 

比 Nakashima,A Higashij ima油 dK. Sasaki 

213.M叫世~ePhenomena of Plasma-Wall Interaction in Long Duration Di配hぽgeson百 IAM-lM
Proc. 21th IAEA Fusion Energy白nference，αle昭du，αlina、羽戎18年 10月
M. Sakamoto, M. Ogawa，比 Zushi,K. Takaki, M. Toki tani, K. Tokunaga, N. Yoshida, Y. Higashizono, 

Y. Nakashima, K. Na陥mura,K. Hariada, K. N. Sato，民 Idei,M. Hasegawa, S. Kawasaki，比 Nakashima,

T. Fujiwara, A Higashijima, T. Shikama, S. Kado, A Tsushima, K. Uehara, Y. Hirooka, N. Nishino, 

M. Miyamoto, K. Sasaki, B. Rajendraprasad, M. Ki taguchi, K. Nakashima, Y. Nozaki油 dN. Kimura 

214. Reoont S加dieson TRIAM-lM and the New P回~ect of Long Turro Sus阻medSpherical Thkamak 
”QUEST’in Kyushu Universicy 
Proc. 12th International Workshop on Spherical Torus 2α掲， αiengd叫 αlina、平成18年10月

K. N. Sato 

215. In飴gratedGas Flow Simulation for Overall Op血印刷onofGCB
Proc. IEEE/PESべ:SEEInt. Conf. on Power System Technology (Pow目白n2α泊）， αiongqi略 αlina、
明戎18年 10月
K. Nakamura, F. Wang, K. N. Sato, M. Sal侶moto，札 Idei,M. Hasegawa, S. Kawasaki，札 Nakashima,A 

Higashij ima 

216. Cry句enicPelle臼wi也（加佐olledLen抽 forPelletAblation Studies 
Fusion Engineering and Desi伊 81,2649ー2654、明或18年11月

I.也 S.Rego, K. N. Sato, T. Aoki, K. Goto, Y. Miyoshi, D. Ha官邸屯， M.Sakamoto, S. Kawasaki, TRIAM 

Exp. Group 

217. Output Power Characteri油ーcsof a Thermally Excited Gas-D戸iamicC02-N2 Laoor 

Proc. 8th Cross Straits Symposium on Materials, Energy and Environmental Sciences、弔戎18年11月

I. da S. Rego, K. N. Sato, Y. Miyoshi, T. Ando, K. Go色o,M. Sakamoto, D. Ha官iang,S. Kawasaki, and 

TRIAM Exp. Group 

218. Overview of national oon甘alizedtokamak p~ゅam-Mission, desi伊 andstra飴gy加 oontributeto ITER 
and DEMO 

J. of the Korean Phys. Society 49, S428-S432、平成18年12月
比 Ninαniya,M. Akiba, T. Fujii, T. Fujita, M. Fujiwara, K. Ha阻阻tsu,N. Hayashi，凡 Hosogane,
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Y. Ikeda, N. Inoue, Y. Kamada，比 Kawashima,M. Kikuchi, K. Kizu，札 K山o,Y. Kudo, K. Kurihara, 

G. Kuri ta, M. Kuriyama, K. Masaki, M. Mats叫《awa,Y. Mi町a,N. Miya, A. Morioka, K.αruno, S. Sakurai, 

T. Suz叫d，札 Takahashi,M. Takechi, H. Tamai, K. Tsuchiya, T. Yamamoto，比 Azechi，比 Horiike,

Y. M. Miura，比 Hashizume,M. Ichimura, T. Imai, K. Yatsu, K. Ida, A. Nishimura, A. Sagara, A. Kimura, 

M. Matsuoka, S. I toh, K. Nak却ma，肱 Sakarroto,K. Sato, A. Shimizu, N. Yoshida，民他ano,R Shimada, 

H. Tsutsui, Y. Takase, S. Tanaka, Y. Uesugi 

219.’lbwmendAvalanche Breakdown Assisted by Radio Frequency Wave in Thkamaks 
Plasma and Fusion Research、哨或19年4月

M. Hasegawa, K. Hana也， KN. Sato, K. Nakam町a，比 Zushi,M. Sakarroto，礼 Idei,S. Kawasaki，比 Nakashima,

A. Higashijima 

220. Global Wall Recycling and Hydrogen Retention in Co-de卵白tesin Long Duration Di配：bargeson 
TRIAM・lM 

Proc. 5th I姐ATechnical Meeting on Steady State 句erationof Magnetic Fusion Devices、
羽戎19年5月
M. Sakarroto, M. Ogawa, M. Toki tani，比 Zushi,K. Tokunaga, N. Yoshida, K. Nakamura, K. Hanada, K. N. 

Sato，札 Idei,M. Hasegawa, M. Miyarrotol, S. Kawasaki，札 Nakashima,T. Fujiwara, A. Higashijima, B. 

Rajendraprasad, K. Sasaki 

221.官ieFeedback Con位。11of Full Non・ Inductive Ll-ICD Plasma Current in TRIAM・ lM 

Proc. 5th IAEA Technical Meeting on Steady State Operation of Magnetic Fusion Devices、

羽戎19年5月
Handong Xu, Kazuaki Hanada and TRIAM Group 

222. Control System of CPD and QUEST 

Proc. Sixth IAEA Technical Meeting on Control, Data Acquisition, and Remote Participation for Fusion 

Research、明戎19年6月

比 Nakamura, M. Hasegawa, F. War唱， S.Kawasaki，比 Nakashima,A. Higashi j ima, K. N. Sato，礼 Zushi,

K. Hana也， M.Sakar恥to，民 Idei

223. I五ghAα氾ssibleEヰlerimentalInformation on CPD Eヰleriment
Proc. Sixth IAEA Technical Meeting on Control, Data Acquisition, and Remote Participation for Fusion 

Research、明或19年6月

M. Hasegawa, K. Nakamura, A. Higashijima, S. Kawasaki，札 Nakashima,K. N. Sato，比 Zushi,K. Hanada, 

M. Sakarroto，比 Idei

224. Calorime位'icMeasurement of Heat Load in Full-non-inductive Ll-ICD Plasmas on’IBIAM・lM 
Journal of Nuclear Materials, 363-365, 1425-1428, 2007、明戎19年6月

K. Hanada, T. Sugata, K. Sasaki，比 Zushi,K. Nakamura, K. N. Sato, M. Sakamoto，比 Idei,M. Hasegawa, 

S. Kawasaki，比 Nakashirr凶， A.Higashijima and TRIAM group 

225. Surface’Thmpera加reEffec臼onHy世ogenand Impurity Relea艶 fromthe Limiter Studied by Means of 
Visible and Near Infrared S戸沼田~pieMeas旧ementin官 lAM・lM
Journal of Nuclear Materials, 363-365, 938-943, 2007、明或19年6月

B. Rajendraprasad，比 Zushi,K. Nakashima, T. Shikama, M. Sak訓10to,M. Ogawa, S. Kado, K. Sawada, 

K. Uehara, A. Tsushima, N. Kimura, Y. Nozaki, and TRIAM Group 

226. Compari蹴 iof CCS and FCA Method in Plasma Shape Rerons廿uctionof CPD Spherical Thkamak 

Proc. Sixth IAEA Technical Meeting on Control, Data Acquisition, and Remote Participation for Fusion 
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Research、明戎19年6月

F. Wang, K. Nakamura, 0. Mi tarai, K. K1町 ihara,Y. Kaw：訓踊ta,M. Sueoka, S. Watanabe, K. N. Sato, 

比 Zushi,K. Hanada, M. Sa凶moto,H. Idei，肱 Hasegawa,S. Kawasaki，比 Nakashima,A. Higashijima 

227. The Current Con1rol of Steady State Pla制 am官民M-lMandIIT-7
Proc. Sixth弘主ATechnical話eetingon Control, Data Acquisition, and虫館主）teParticipation for Fusion 

Research、宅実19年6月

Handong Xu, Kazuaki Hanada, Mao W加 g,TRIAM and ITT-7 Group 

228. D臨時nreinO冷静nImpurity Behavior Between Re伊titiveSho叫 ~bargesand One long D町：barge
on’IBIAM-lM 
Journal of地clearMaterials, 1364-1368、羽或19年6月

延 Ogawa，延 Sak部船to，瓦 N.Sato，昆 Zushi，民ぬkamura，瓦 Hanada，見 Idei，証 Hasegawa,S. Kawasaki, 

昆 Nakashima,A Higashij ima, TRIA話Group

229. In situ measurements of erosion組 d詑der的団:tionduring long duration di配h泣geson宝RIAM-lM
Journal of Nuclear Materials, Vol. 363-365, pp 233-237、明或19年6月

M. Sal泊船to,M. Ogawa, 礼 Zushi, A. Higashijima，孔 Nakashima,S. Kawasaki, M. Hasegawa, 比 Idei, 
民地m也， K Nal倒肌rra,K. N. Sato, TRIAM Group 

230. Two-dimensional density pro誼emeasurement wi也asheet血ermalLi beam on CPD 
Journal of出clear地terials,363-365, 1429』 1435、害実19年8丹

見 Zushi,T. Morisaki, Y. Inada，エ Bouchぽ d,K. Nakashima, H. Tsuchiya, K. Hanada, K. Sasaki, 
R. Bhattacharyay, K. N. Sato, K. Nakamura, M. Sal但moto,H. Idei, M. Hasegawa, S. Kawasaki，孔 Nakashima,
A. Higashijima 

231.百eobffirvation of dust behavior in TRIAM-lM 

Journal ofぬiclearMaterials, 363-365, 238-241、璃或19年6月

K. Sasaki，瓦討加ada,N. Nishino，註 Tokitani，詰.Yoshida，正 N.Sato，廷 Zush，正 Nak部おra，抵 Sak謹むto,

見 Idei，註 Hasegawa,S. Kawasaki, H. Nakashima, A. Higashijinぬ TRIA誕group

232. Relation 胎W伺ncharge exchange flux and impuri勿 influxstudied by perturbation methods of gas 
pu血ng,heat load and oonfinement properties in TRIAM-lM 

Jo山nalof Nuclear Materials, 363-365, 1386-1394、平戒19年6月

見 Zushi,Y. Nozaki, R. Bhattacharyay, K. Nakashima, M. Sakamoto, K. Hanada，見 Idei,K. Nak却IUra,

瓦 N.Sato, S. Nishi，拡 Ogawa,K. Takaki, K. Sasaki, Y. Hirooka , M. Hasegawa，民 Xu,S. Kado, T. Shikama, 
S. Kawasaki，民尚治shin詰， A Higashijin泊

233. A Newly Develo伊dLarge Diameter Diaph時凶essShock Tu恥伽 Studieson C02・N2Gas-Dynamic 
L出記r
Plasma and Fusion Research, Vol. 2, pp 033-1～2、平成19年7月
I. da S. Rego, K. N. Sato, Y. Miyoshi, T. Ando, K. Goto, M. Sak棚約to,S. Kawasaki and TRIAM Exp. Group 

234. Model oflnduc話vePla鐙nafミmduc註onAs岱stedby Radio・ E旨equ
Jo翻 alof丹iysicalSociety of Japan 76 (8) : Art.百o.084501、ヰ城19年同

M. Hasegawa, K. Hanada, K. N. Sato, K.討akan粧品註 Zushi，話.Sak部約to，見 Idei,S. Kawasaki, H. Nakashima, 

A. Higashijima 

235. Electron Cyclo廿onCounter Current Drive 1均erimen包mBi・Di附 tionallower Hybrid’Current Drive 
Plasma in TRIAM刷lM

Fusion Science & Technology vol. 52(2), 240-249、平成19年8月
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ll Zushi, K.討anada，註 Idei,S. Nishi，抵 Hasegawa,K. Sasaki, R Bhattacharyay TRIA話Group

236. A蜘 dyon胎mpera加m effi舵臼 onhy1枇ogen~ling and molybdenum impurity emis.sion from a 
movaも1le並nitermτ官民M-lMTol王amak
ぬiclearFusion, Vol. 47, pp 864-874、平成19年8月
R Bhattacharyay，比 Zt刷， KNakashiik，工 Shik机肱 Sak剖noto,N. Yoshi也， S.Kado, K. Sawa也，

Y. Hiraoka, K. Nak却削ra,K. Hanada，比 Idei，批 Hasegawa,K. N. Sato, M. Ogawa, 0. Takaki, K. Sasaki, 

ll Xu, S. Kawasaki，社 Nakashima,A. Higashijima 

237. I胤伊ofPliaood Array Antenna Sy融 mfor E1即位。nBerns胎inWave Heating and Current Drive in 
QUEST 
Proc. the Joint 32nd International Conference on Iばraredand説i11 imetre Waves and 15th Interτiational 

白nference on Terahertz Electronics （臼rdiff,UK, Sept. 2 -7, 2007）、明或19年9月

札 Idei,M. Kawaguchi，胤 Sakaguchi,Y. Tanaka, S. Ito and QUEST Group 

238. Ini話alResults on AM  microwave跨量償むome柱yinCPD 
Proc. the Joint 32nd International Conference on Infrared and Millimetre Waves and 15th International 

Conference on Terahertz Electronics (Cardiff.，日（， Sept. 2 -7, 2007）、平成19年9月

比 Idei,S. Kawas北i,K. Hanada, ll Zushi, K. N. Sato, K. Nakamura, M. Sakar船to，抵 Hasegawa，礼 Nakashima,

A. Higashijir民主砲taya，足話atsubぽa,S. Kawano andσD Group 

239. Current profile estimation in full lliCD plasmas using Hard X-ray measurement along也etop and 
bottom identical line of s単1ton宝R弘M-lM
Pl as陪 andFusion Research, Volume 2, Sl側、羽求19年10月

K. Hanada, K. Sasaki, M. Hasegawa，民 Idei,ll Zushi, K. Nakamura, M. Sakamoto, K.凡 Sato,S. Kawas北i,

札 Nakashima,A. Higashijima and TRIAM group 

240.店舗naSha1陪恥cons加 ctionof Sphe討calTokamak using CCS Method 

Plasma and Fusion Research, Voltune 2, S1095、哨戒19年10月
F. War唱， K.Nak訓制ra,0. Mi tarai, K. Kurihara, Y. Kawanata, M. Sueoka, K. 凡 Sato，見 Zushi,K. Hana曲，

託 Sakar船to，托 Idei,M. Hasegawa, S. Kawasaki, ll Nakashima and A. Higashijima, 

241. Using Hard X-ray MeasurementAlong the 'Ibp and Bottom Identical Line of Sight on TRIAM・ lM 
Plasma and Fusion Reseぽ ch,Voltune 2, Sl側、明戎19年10月

K. 討ぽiada,正 Sasaki, 抵 Hasegaw Current Pofile Estimation in full I1ICD Plasn詰sa, 托 Idei, 昆Zushi,

K. Nakamura，祇 Sakar船to,K. N. Sato, S. Kawasaki，託 Nakashima,A. Higashijima and TRIA話Group

242. Two-dimensional Li Beam Imagi略的 Study伽 Ma伊eticField Confi抑 ationEf恥お onPlasma 
Confine盈entin Spherical Tokamal玉CPD

Plasma and Fusion Research, Volume 2, Special Issue、平戒19年11月

R日hattacharyay，比 Zushi,T. Morisaki, K. Kikukawa, S. Watanabe, Y. Inada, M. Hasegawa，比 Tsuchiya,

K. N. Sato, K. Nal:伯mura，批品加moto，礼 Idei,K. Sasaki，札 Xu,F. Wang, S. Kawasaki，比 Nakashin回

and A. Higashijin邑

243. Steady S組tePlasma Operation in the Su伊rconductingTokamakTRIAM-lM組 d血eQUESTP問問t
Proc. International Sympositun on EcoTopia Science 2007、平成19年11月

註S品《窃船to，民間.Sato，見 Zushi，瓦詩akamura，正討anada，註 Idei，註 Hasegawa,S. Kawasaki，民地kashima

and A. Higashijima 

244. Development of a L泣geDiameter Diaphr姥mlessShock Th院長JrGas-dynamic Laffir Studies 
泌総rialScience Fortun, vol. 566(2008)pp9-14、明或19年11月
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I. da S. Rego, K N. Sato, S. Kugimiya, T. Aoki, Y，話iyoshi,K Goto，拡 Sakanぉto,S. Kawasaki, and 

TRIAM Exp. Group 

245.悩註alPlasma Production by Town部ndAv.必ncheB艶akdownon QUEST Toka血栓
Japanese Journal of Applied Physics, Vol. 47，持o.l, p払 287-292、宅或20年1月

M. Hasegawa, K. Hanada, K. N. Sato, K. Nakamura，礼 Zushi,M. Sakamoto，札 Idei,S. Kawasaki，札 Nakashima,

A Higashij ir拙

246. Study of magnetic oo姐郡irationeffi倒的nplasma boun也ryand measurement of edge electron densi旬並

the spherical肋ikamakCPD using Ii sheet t時制n
Physics of Plasmas 15, 022504、明或20年2月

見残留ttacharyay安昆 Zushi，τ．話orisaki,Y. Inada，τ. Kikul泊総， S.Wat謎沼be，正 Sasaki,T.主youkai,
M. Hasegawa, K. Har泊da,K. N. Sato，氏 Nakamura,M. Sakamoto，社 Idei,T. Yoshinaga, S. Kawasaki，註

Nakashima, and A Higashijima 

247.諾ghAcce綬妥協主再ierimentalInform.a話onon CPD Expe豆ment

Fusion Engineering and Design, Vol. 83/2-3, pp. 402-405、平成20年4月

胤 Hasegawa,K. Nakamura, A Higashijima, S. Kawasaki，札 Nakashima,K. N. Sato，札 Zushi,K. Har旧白，
M. S北部noto，札 Idei

248. Control system and the oontrollab出tyofCPDandQUEST'

Fusion Engineering and Design, Vol. 83/2-3, pp. 236-240、平成20年4月

K. Nakamura, M. Hasegawa, F.曹誼ig, S. Kawasaki，托地kashima,A Higashijima, K. N. Sato，見 Zushi,

K.梅田弘法 Sakai船to，見 Idei

249. A model of pi陶 nsliding prooo随伽adouble p目的町ac加ated油田k加bemo陀 options
Journal of Fluids Engineering-Transactions of The As眠 Volume:130 Issue: 4、明求20年4月

I. da S. Rego, T. Ando, K.話isumi,T. Miyazaki, S. Nishiyori，正N.Sato, M. Sakanむto,S. Kawasaki 

250. The current oon位olofs蜘 dy叫ateplasma inτRIAM-IM and HT-7' 
Fusion Engineering and Design、璃求20年4月

礼 Xu,K. Hanada話， Hasegawa，拡 Wang,B. Shen，託 Zushi,K. Nakamura, K. N. Sato，延 Sakar船to,

比 Idei,R. Bhattacharγay 

251. A百7ebBa部dIntegrated Data Pr収湾総ngSys艶mof宝吉弘法1M
Fusion Engineering and Design, Vol. 83/ 4, pp. 588-593、朝或20年5月

肌 Hasegawa,A Higashij ima, K. Nak掛町ra,K. Hanada, K. N. Sato, M. Sakamoto，札 Idei,S. Kawasaki, 

礼 Nakashima

252‘Neu位alTr制略的抗AnalysisofTRIAM“IM Plasma by Using Mon飴・CarloSim叫ation
Jp礼工 Appl.Phys. Vol. 47, No. 5, pp3615-3620、明或20年6月
Y. Higashizono, Y. Nakashima, Y. Kubota, M. Sa加moto,H. Zushi, K. Takaki，批 Shoji,S. Kobayashi and 

地sayukiYoshikawa and TRIA話Gr凶 P

253. Studies on La蹴 O配：illationby Relaxation Time日fferenoowith a Newly Develo肘dDiaphra:仰 less
She吃:kTul船舶.daSui:地：rEOnicN偲zleFlow

行oc.Int. Conf. on持mnomenain Ionized Gases，托ague,Czech豆epublic、事実20年7月

I. da S. Rego, T. Ando, Y. Miyoshi, K. Goto, K. Misumi, T. Miyazaki, S. NishiyorL K. N. Sato，肱 Sakamoto,

S. Kawasaki, and TRIAM Team 
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254. Studies on也eCharacteristics of the Gas匂mamicLJ:uer wi出 LowCQrConrentr鈎onMedium by a 
Diaphra伊凶e倒 Shock百be
Proc. 34th European Physical Society Conf. on Plasma Physics, Warsaw, Poland、平成20年7月

I. da S. Rego, T. Ando, Y. Miyoshi，正 Goto,K. Misumi, T.現iyazaki,S. Nishiyori，正 N.Sato，民 Sal泊IIめto,

S. Kawasaki, and TRIAM Team 

255. Development of a Con也mouslySize-Controllable Pellet I司凹伽伽由eDe叫 edS加diesof Ablation in a 
Pl脱出
Proc. Int.仁:Onf.on Phenomena in Ionized Gases, Prague, Czech Republic、明支20年7月

K. N. Sato, I. da S. Rego, T. Ando, K. Misumi, T. Miyazaki, S. Nishiyori, M. Sakamoto, QU邸TExp. Team 

256. s加dyonLong’ThrmS副総ed’lbkamakPlasmas 
Proc. XII Latin－加iericanWorkshop on Plasma Physics, 臼racas,Invited、ヰ破20年9月

K. N. Sato 

257. L磁器rOErillation by Relaxation古meDi主主艶盟翠 witha Diap加a夢nlessShock Th除 anda Supers:mic 
Nozzle Flow 

Proc. XII Latin－・AmericanWorkshop on Plasma Physics, Caracas、明或20年9月

I. da S. Rego, T. Ando, K. Misumi, T. Miyazaki, S. Nishiyori, K. N. Sato，肱 Sal也船to,TRIAM Exp. Group 

258. Development of a Con白mouslyS町 Con加 1llableloo Pellet h脈拍1rfor血eStudies of Ablation in Throidal 
Plasmas 
Proc. XII Latin－加ieri回 nWorkshop on Plasma Physics, Caracas、ヰ城20年9月

瓦 Goto，立百iang,I. da S.まego，τ.Andoh，正 N.Sato，話.Sa主部むto,S. Kawasaki, TR話語 Exp.Group 

259. p吋ectof Long Term Su坑ainedSpherical Tokamak "QUEST’ 
Proc. Joint説。etingof the 4th IAEA Technical話eetingon Spherical Tori and the 14th International 

曹orkshopon Spherical Torus, Frascati, Italy、羽或20年10丹

K 凡 Sato，比 Zushi,K. Hanada, K. Nakanura, M. Sakamoto，札 Idei，肱 Hasegawa,Y. Higashizono, 

S. Kawasaki，礼 Nakashima,A. Higashijima, All Japan ST Research Group 

260. Pro対cleRecycling in也eCompact Plasma wall interaction Devioo CPD Spherical Tokamak 
Proc. Joint Meeting of the 4th IAEA Technical Meeting on Spherical Tori and the 14th International 

Workshop on Spherical Torus, Frascati, Italy、明戎加年10月

H. Zushi, Y.詰irooka,R.段iattacharyay,M. Sakal船to,Y. Nakashima, T. Yoshinaga, Y. Higashizono, K. 

Hanada, N. Nishino, N. Yoshida, K. Tokunaga, S. Kado, T. Shik割問， S.Kawasaki, K. Clrainoto, T. Miyazaki, 

札 Honn回， K.凡 Sato,K. Nakamura，札 Idei,M. Hasegawa，比 Nakashima,A. Higashij ima 

261. StudyonFluぬrationsduring註le弐FCurrent豆amp-upPha艶 in也eCPDSpheri岱 lTokama主
Proc. Joint Meeting of the 4th IAEA Technical Meeting on Spherical Tori and the 14th International 

Workshop on Spherical Torus, Frascati, Italy、羽或20年10月

見 Zushi,T. Ryokai, K. Kik1出awa,T. Morisaki, R.盟国ttacharyay,T. Yoshinaga, K. Hanada, H. Idei, 

註 Sa主調oto,Y.民akashima,Y. Higashizono, N. Nishino, K. Dono, T. Saki脳内a，τ．話iyazaki，民 Horn総，
S. Tashima, K. N. Sato, K. Nak訓町a,M. Hasegawa, S. Kawasaki, H. Nakashima, A. Higashijima 

262. FlowMeおurementof Bound出yPlasmam宝RIAM-lMTol玉amak
Jpn. J. Appl. Phys. 47, pp. 8576ー8578、者支部年11月

A. Tsushima, M. Sakar船to,N. Kimura, Y. Saitou and TRIAM Group 
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一学術著書一

1.現代プラズマ理工学供署

オ」ム社、日夜口54年3月

2.プラズマ診断の基礎 供務

名古屋大学出坂会、明或2年3月

3.核融合訪問 I［核肩拾プラズマ（プラズヤ診帥］ 供著）

名古屋た学出版会、羽或8年9月

4.フ。ラズマエネルギーのすべて （共事的

日本実業出版会、羽戎19年3月

賞

1.電気浮会学体瑛励賞進持妻。否和54年5月）

2.第8回国際三校セミナ｝論文賞（羽或18年11月）

3.第20回国隣重態工学シンポジウム賞（平成19年3月）

ーその他（特割等）一

犠午 ： 「オンライン計算務鮪1]1J卸による孤立岡本：7.k：素からのレ｝サえープラズヤ生反対去j
関口忠、桂井試佐蘭告之助 （昭和51年5月）




